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奮

五

代

史

契

丹

偉

に

つ

史
潮
第
六
年
第
一
一
拐
に
、
遼
の
建
閤
年
代
に
閲
す
る
予
の
疑
問

を
掲
げ
て
、
向
島
一
の
示
教
を
請
う
た
の
に
鈎
し
、
直
に
本
誌
上
に

於
て
、
小
川
裕
人
氏
の
叱
正
を
得
た
こ
と
は
、
予
の
幸
と
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
氏
の
論
難
を
見
る
に
、
予
の
前
の
論

考
中
、
そ
の
文
辞
の
足
ら
ざ
る
が
た
め
、
大
友
る
誤
解
を
惹
起
せ

し
め
し
諸
黙
の
存
ず
る
も
の
あ
る
を
知
り
、
か
く
の
如
き
誤
解
を

懐
く
も
の
L
、
必
宇
し
も
氏
一
人
に
あ
ら
ざ
る
べ
き
を
思
ひ
、
敢

て
一
言
を
費
し
て
、
桑
の
遺
漏
を
補
ひ
・
た
い
の
で
あ
る
。

小
川
氏
は
ま
づ
第
一
に
、
予
は
「
奮
五
代
史
を
以
て
阿
保
機
の

建
園
に
関
す
る
最
古
の
記
録
と
し
て
ゐ
る
が
、
漢
の
高
組
賓
録
の

し、

て

橋

増

本

士
口

み
な
ら
や
ノ
、
同
じ
く
遁
鑑
考
異
引
用
の
姪
宗
列
偉
も
、
亦
奮
五
代

史
よ
り
は
以
前
に
編
纂
さ
れ
て
居
る
や
う
で
あ
る
」
と
な
し
、
恰

も
予
が
奮
五
代
史
を
以
て
、
一
般
的
に
阿
保
機
の
建
園
に
閲
す
る

最
古
の
記
録
と
稀
せ
し
か
の
如
く
に
解
し
、
そ
れ
を
非
難
せ
ら
れ

る
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
予
の
議
論
の
趣
旨
、
前
後
の
閲
係
に
つ

い
て
、
よ
く
熟
議
せ
ら
れ
た
な
ら
ば
、
直
に
解
さ
れ
た
こ
と
L
思

ふ
の
で
あ
る
が
、
か
の
一
篇
の
趣
旨
は
、
従
来
飴
り
に
軽
腕
或
は

無
視
せ
ら
れ
た
奮
五
代
史
契
丹
停
が
、
決
し
て
そ
れ
程
に
軽
視
せ

ら
る
ぺ
き
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
建
園
の
史
貴
に
閲
し
て
は
、

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

「
新
五
代
史
以
下
の
是
等
の
阿
保
機
物
語
に
比
す
れ
ば
、
奮
五
代
史

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

の
停
ふ
と
と
ろ
は
、
遥
か
に
事
震
に
近
き
も
の
L

ゃ
う
で
」
あ
る

こ
と
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
(
史
潮
六
九
頁
)
そ
の
「
新
五
代
史
以

下
の
是
等
の
阿
保
機
物
語
」
と
稽
ず
る
の
は
、
最
初
に
そ
の
本
文

を
引
用
し
た
、
遼
史
太
組
紀
・
契
丹
園
志
・
資
治
通
鑑
・
新
五
代
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詐

史
契
丹
傅
の
四
書
に
掲
げ
ら
れ
た
、
阿
保
機
物
語
を
意
味
す
る
Ｏ

で
あ
り
、
さ
れ
ば
こ
そ
、
「
新
五
代
史
以
下
の
是
等
の
阿
保
機
物

語
」
と
記
し
、
特
に
「
是
」
な
る
漢
字
を
使
用
し
て
、
露
に
掲
げ

し
特
定
の
記
録
を
指
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

さ
れ
ば
、
予
が
「
阿
保
機
０
建
國
創
業
に
開
す
る
最
古
の
記
録

と
認
め
ら
る
Ｘ
奮
五
代
史
契
丹
傅
」
と
記
し
た
０
も
（
同
七
六
頁
）
、

勿
論
「
そ
の
特
定
の
記
録
０
中
で
」
最
古
の
記
載
な
る
こ
と
を
意

味
し
て
ゐ
る
も
の
で
、
こ
の
場
合
一
般
的
に
い
っ
た
っ
も
り
で
は

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
而
も
、
か
く
０
如
き
誤
解
を
惹
起
す
る
場

合
あ
る
こ
と
を
恐
れ
た
０
で
、
こ
の
論
考
の
最
初
に
於
て
、
特
に

そ
れ
等
史
料
を
引
用
掲
載
し
、
か
っ
「
引
用
０
文
長
き
に
失
す
る

の
感
も
あ
る
で
あ
ら
う
が
、
予
の
論
旨
を
徹
底
せ
し
む
る
上
に
於

て
必
要
己
む
を
得
ざ
る
も
０
あ
る
を
認
む
る
の
で
、
編
者
及
び
讃

者
の
寛
容
を
請
は
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」
と
断
っ
た
の

で
あ
っ
た
。

　

漢
高
岨
賞
録
が
暮
五
代
史
よ
り
も
以
前
の
篇
撰
な
る
こ
と
は
、

も
と
よ
り
知
ら
な
ふ
っ
た
譚
で
は
な
く
、
ま
た
そ
の
本
文
０
一
部

も
前
頁
（
同
七
五
頁
）
に
引
用
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
０
論
考
の
趣

旨
が
遼
史
・
契
丹
國
志
・
資
流
通
鑑
・
新
五
代
史
・
著
五
代
史
Ｏ

五
１
　
に
見
え
た
る
契
丹
阿
保
機
０
建
國
物
語
が
、
時
代
の
下
る
に

隨
っ
て
、
そ
の
愛
更
を
見
る
と
共
に
、
ま
た
史
変
に
遠
ざ
か
る
鮎

多
き
事
賓
を
指
示
す
る
に
あ
っ
た
ｏ
で
、
湊
高
阻
梵
録
や
荘
宗
列

傅
な
ど
の
如
く
、
も
と
く
契
丹
に
闘
す
る
記
載
を
主
と
し
た
も

の
で
は
な
く
、
會
こ

記
事
は
、
暫
ら
く
こ
れ
を
問
題
外
に
置
い
た
の
で
あ
っ
た
。
け
れ

ど
も
、
決
し
て
こ
れ
を
無
膜
し
た
詳
で
な
い
こ
と
は
、
菅
に
こ
れ

を
引
用
し
た
ぼ
か
り
で
な
く
、
こ
れ
に
對
す
る
一
席
ｏ
批
判
を
も

加
へ
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
も
、
明
か
な
る
こ
と
土

般
的
の
立
場
か
ら
見
る
場
合
に
は
、
膏
に
漢
高
阻
変
録
や
荘
宗
列

傅
ば
か
り
で
な
く
、
唐
太
胆
紀
年
録
で
も
、
買
緯
備
史
で
も
、
皆

奮
五
代
史
以
前
ｏ
者
で
あ
ら
う
か
ら
こ

機
の
建
國
に
開
す
る
最
古
の
記
録
」
な
ど
ｘ
い
へ
な
い
の
は
、
勿

論
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　

Ξ

　

そ
れ
か
ら
、
小
川
氏
は
「
奮
五
代
史
が
新
五
代
史
に
比
し
、
編

纂
年
代
が
古
く
且
つ
勅
選
で
あ
る
と
５
ふ
黙
か
ら
、
そ
の
取
る
べ

き
を
主
張
さ
れ
て
居
る
鮎
に
は
、
恂
疑
問
の
饌
地
が
あ
る
」
と
な

し
、
「
草
に
編
纂
年
代
が
古
い
こ
と
ｘ
勅
選
で
あ
る
嘔
か
ら
見
れ

ば
、
資
治
通
鑑
考
異
引
用
の
漢
高
胆
賓
録
は
、
同
じ
く
勅
選
で
、
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∂∂

年
代
に
於
て
二
十
五
六
年
も
古
い
０
で
あ
る
か
ら
、
寧
う
こ
の
実

録
の
記
事
を
採
る
べ
き
で
は
な
か
ら
う
か
」
と
論
じ
、
「
橋
本
氏
が

新
五
代
史
以
下
の
是
等
０
阿
保
機
物
語
に
比
す
れ
ば
、
著
五
代
史

の
傅
ふ
と
こ
ろ
は
、
巡
か
に
事
賞
に
近
き
も
Ｏ
Ｘ
や
う
で
云
々
と

言
っ
て
居
ら
れ
る
鮎
よ
り
察
す
る
と
、
新
五
代
史
の
記
事
を
以

て
、
こ
の
物
語
０
最
初
の
記
録
と
考
へ
ら
れ
て
居
る
こ
と
が
、
氏

０
こ
の
説
０
背
景
と
な
っ
て
居
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
」
と
稀
し
、

「
然
れ
ど
も
漢
高
１
　
実
録
に
既
に
こ
０
物
語
は
記
載
さ
れ
て
居
た

の
で
あ
る
」
と
て
、
阿
保
機
の
諸
部
大
人
誘
殺
に
開
す
る
高
阻
実

録
の
記
事
を
掲
げ
て
ゐ
る
０
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
亦
要
す
る
に
氏

の
大
な
る
誤
解
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　

予
は
決
し
て
氏
が
解
せ
ら
れ
る
如
く
、
「
草
に
僻
纂
年
代
が
古
い

こ
と
ｘ
勅
選
で
あ
る
昌
か
ら
」
０
み
、
薔
五
代
史
の
記
事
を
ぽ
、

「
新
五
代
史
以
下
０
是
等
の
阿
保
機
物
語
」
よ
り
も
遥
か
に
事
貨
に

近
き
も
の
と
し
て
、
推
奨
し
た
鐸
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
元
来
予

が
自
己
の
専
門
以
外
に
傷
す
る
、
か
く
の
如
き
問
題
に
鯛
れ
た
所

以
は
、
東
洋
史
概
説
０
講
述
に
際
し
、
遼
史
・
契
丹
國
志
・
資
流

通
鑑
・
新
著
五
代
史
等
０
本
文
を
比
較
參
照
し
て
、
そ
の
記
事
の

内
容
に
相
違
す
る
諸
鮎
あ
る
を
見
る
に
及
び
、
こ
ｘ
に
そ
０
建
國

Ｄ
鮮
配
乍
ｉ
Ｃ
徒
爾
を
邑
を
し
に
冶
ま
る
も
り
で
、
殊
に
遼
史
太

祖
紀
と
新
五
代
史
契
丹
傅
と
０
記
事
内
容
に
、
疑
問
と
す
べ
き
諸

鮎
大
な
る
も
の
あ
る
を
思
ひ
、
更
に
そ
の
他
０
本
文
と
の
比
較
研

究
を
始
め
た
０
で
あ
っ
た
。
さ
れ
ば
、
予
が
こ
の
問
題
に
鯛
れ
た

の
は
、
も
と
く
そ
０
本
文
０
内
容
に
對
す
る
疑
問
か
ら
登
し
、

そ
０
結
果
是
等
本
文
０
作
成
年
代
０
比
較
に
及
ん
だ
０
で
あ
る
。

而
も
、
そ
０
内
容
よ
り
見
て
、
奮
五
代
史
契
丹
傅
０
方
が
、
新
五

代
史
契
丹
傅
よ
り
も
簡
略
で
は
あ
る
が
、
遥
か
に
事
賓
を
傅
ふ
る

に
近
き
も
の
な
る
べ
き
こ
と
を
認
め
た
の
で
あ
っ
た
。

　

小
川
氏
は
諸
部
大
人
誘
殺
０
物
語
は
、
新
五
代
史
の
記
事
が
最

初
の
も
０
で
は
な
く
、
既
に
漢
高
祖
変
録
に
記
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る

と
て
、
そ
の
本
文
を
掲
げ
ら
れ
た
０
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
高
祖
変

４
　
０
本
文
に
は
、
「
俄
設
策
、
復
併
諸
族
、
僣
柳
皇
帝
」
、
と
あ
る

だ
け
で
、
新
五
代
史
契
丹
傅
に
、
「
用
其
妻
述
律
策
、
使
人
告
諸
部

大
人
曰
、
我
有
撫
池
、
諸
部
知
食
堕
之
利
、
而
不
知
盛
有
主
人
、

可
乎
、
営
来
稿
我
、
諸
部
以
鴛
然
、
共
以
牛
酒
食
撫
池
、
阿
保
機

伏
兵
其
旁
、
酒
酎
伏
甕
、
轟
殺
諸
部
大
人
、
建
立
不
復
代
」
と
あ

る
の
と
は
、
著
し
い
相
違
で
あ
る
。
さ
す
が
に
司
馬
光
等
も
、
か

く
の
如
き
小
誕
的
記
事
は
こ
れ
を
様
鐸
す
る
こ
と
を
遮
け
、
資
流

通
鑑
に
は
「
阿
保
機
梢
以
兵
撃
滅
七
部
、
復
併
埓
一
國
」
と
記
し

て
ゐ
る
。
通
鑑
の
こ
の
記
事
が
高
祖
変
録
の
本
文
に
も
新
五
代
史
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お

契
丹
傅
の
本
文
に
も
攘
ら
ず
、
寧
石
菖
五
代
史
契
丹
傅
の
「
及
安

巴
堅
焉
主
、
乃
恬
強
情
勇
、
不
受
諸
族
之
代
、
遼
自
孵
國
主
」
と

あ
る
記
事
を
主
と
し
、
而
も
、
新
五
代
史
や
高
胆
変
録
な
ど
に
、

阿
保
機
が
一
旦
諸
族
或
は
諸
部
大
人
に
劫
責
や
ら
れ
、
己
む
を
得

ず
し
て
そ
の
旗
鼓
を
他
に
傅
へ
た
事
変
を
認
め
た
の
で
、
乃
ち
こ

れ
を
書
き
改
め
、
「
復
併
埓
一
國
」
と
記
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る

０
で
あ
る
。
た
ゞ
「
諸
族
」
或
は
「
七
族
」
と
記
さ
す
し
て
、
「
七

矩
」
と
記
し
て
ゐ
る
０
は
、
高
阻
賓
録
に
徨
ら
ず
し
て
、
新
五
代

史
に
捷
つ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
而
も
、
新
五
代
史
に
あ

る
如
く
、
「
諸
部
」
と
記
さ
す
し
て
、
「
七
部
」
と
記
し
た
の
は
、
阿

保
機
を
以
て
大
賀
氏
八
部
中
の
一
大
人
と
し
て
考
へ
た
、
通
鑑
撰

者
の
推
定
断
案
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
さ
れ
ど
、
そ
の
断
案
０
誤

謬
な
る
べ
き
こ
と
は
、
既
に
前
論
考
に
於
て
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
而
も
、
司
馬
光
等
が
新
五
代
史
所
載
の
阿
保
機
諸
部
大
人

誘
殺
物
語
を
排
棄
せ
し
こ
と
は
、
確
に
卓
見
と
し
て
認
め
ら
る
ぺ

き
英
断
で
あ
る
。

　

け
れ
ど
も
、
司
馬
光
等
が
高
組
賓
録
や
唐
絵
録
や
新
五
代
史
な

ど
に
見
え
て
ゐ
る
、
阿
保
機
が
一
旦
諸
部
大
人
等
に
責
め
ら
れ
、

己
む
を
得
ず
し
て
そ
の
・
旗
鼓
を
他
に
傅
へ
た
事
変
を
認
め
、
「
阿
保

機
姓
耶
律
氏
、
情
其
彊
、
不
肯
受
代
久
之
、
阿
保
機
撃
黄
頭
俊
章

還
、
七
部
劫
之
於
境
上
、
求
如
約
、
阿
保
機
不
得
己
傅
旗
鼓
、
且

曰
、
我
侭
王
九
年
、
得
漢
人
多
、
請
帥
種
落
居
古
漢
城
、
輿
漢
人

守
之
、
別
自
侭
一
部
、
七
部
許
之
」
、
と
記
し
て
ゐ
る
０
も
、
亦
到

底
信
ず
べ
か
ら
ざ
る
記
事
な
る
こ
と
は
、
既
に
前
論
考
に
於
て
詳

論
し
た
通
り
で
あ
る
。
（
史
潮
六
年
一
読
五
七
！
八
頁
）
た
ゞ
「
阿

保
機
撃
黄
頭
室
章
還
、
七
部
劫
之
於
境
上
、
求
如
約
」
、
と
あ
る
の

は
、
何
に
攘
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
、
流
高
阻
賓

録
や
唐
絵
録
に
、
「
諸
族
遡
之
、
請
用
奮
制
」
、
と
あ
る
０
を
、
書
き

改
め
た
も
の
で
あ
り
、
賞
録
・
訟
録
に
「
諸
族
逸
之
」
と
あ
る
Ｏ

で
、
そ
の
遠
征
の
昂
路
こ
れ
を
境
上
に
逡
へ
劫
か
し
た
と
認
め
た

も
０
で
あ
ら
う
。
黄
頭
室
章
０
名
将
は
奮
唐
書
室
章
傅
な
ど
か
ら

始
め
て
見
え
て
ゐ
る
、
室
章
諸
部
落
０
一
で
あ
る
が
、
そ
れ
等
部

落
の
中
で
は
、
南
部
に
位
置
し
、
比
較
的
契
丹
に
近
か
っ
た
ら
し

い
か
ら
、
か
や
う
な
物
語
も
作
成
せ
ら
れ
得
る
事
情
で
あ
っ
た
か

と
推
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

元
来
、
小
川
氏
が
指
摘
せ
る
如
く
、
漢
高
祖
賞
録
だ
の
荘
宗
列

傅
な
ど
は
、
薔
五
代
史
の
編
撰
よ
り
も
以
前
に
存
在
し
た
記
録
で

あ
る
か
ら
、
萍
居
正
等
が
勅
命
を
受
け
、
五
代
史
を
撰
ぶ
に
営
ｐ

て
、
是
等
の
諸
書
を
參
照
し
な
か
っ
た
は
ず
は
あ
る
ま
い
と
考
へ

る
。
而
も
、
蔀
史
に
こ
れ
を
牧
録
し
な
か
っ
た
所
以
の
も
の
は
、
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そ
の
阿
保
機
物
語
の
内
容
が
如
何
に
も
不
合
理
で
、
史
質
と
し
て

探
揮
す
べ
き
性
質
の
も
の
で
な
い
こ
と
を
詔
め
た
が
埓
め
で
あ
ら

う
。
そ
の
鮎
に
於
て
、
予
は
百
五
代
史
の
編
者
が
、
新
五
代
史
の

編
者
は
勿
論
、
資
治
通
鑑
の
編
者
よ
り
も
更
に
一
暦
優
れ
た
る
史

眼
を
１
　
へ
、
識
見
を
有
せ
し
も
の
な
る
こ
と
を
推
奨
し
た
の
で
あ

っ
た
。
単
に
そ
の
撰
著
０
前
後
に
よ
り
、
そ
の
他
の
諸
條
件
を
考

ふ
る
こ
と
な
く
、
常
に
そ
０
古
き
も
０
を
以
て
新
し
き
も
の
よ
り

も
正
し
と
な
す
が
如
き
は
、
な
ほ
史
學
の
研
究
に
徹
す
る
も
の
と

は
い
は
れ
ま
い
。

　
　
　
　

四

　

な
ほ
、
小
川
氏
は
こ
の
場
合
、
「
そ
の
勅
選
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と

よ
り
も
、
寧
ろ
そ
０
事
賞
に
開
す
る
知
識
を
得
る
機
會
の
有
無
Ｏ

方
が
、
よ
り
多
く
考
慮
に
入
れ
ら
る
べ
き
要
件
で
は
な
か
ら
う

か
」
と
稀
し
、
「
こ
０
鮎
よ
り
見
れ
ば
、
多
年
遼
に
在
っ
て
高
官
に

も
上
っ
た
と
い
ふ
、
趙
志
忠
の
報
告
に
よ
っ
て
、
阿
保
機
建
國
Ｏ

事
情
に
闘
す
る
知
識
を
得
た
、
欧
陽
修
の
新
五
代
史
０
記
事
は
、

軽
々
に
棄
て
去
る
ぺ
き
も
の
で
は
な
か
ら
う
」
と
な
し
、
虜
庭
雑

記
の
撰
者
趙
志
忠
は
、
ま
た
直
斎
書
録
解
題
に
見
ゆ
る
陰
山
難
録

の
幹
書
で
、
蕭
田
鄭
氏
書
目
に
、
「
志
忠
者
遼
中
書
舎
人
、
得
罪
於

宗
員
、
挺
身
来
蹄
」
、
と
あ
り
、
欧
公
諮
田
録
に
、
「
在
虜
中
學
進
″

士
、
至
顕
官
、
鮮
國
能
述
虜
中
君
臣
世
次
、
山
川
風
物
甚
詳
、
今

観
此
書
可
概
見
矣
」
、
と
あ
る
所
を
見
る
と
ご

開
す
る
部
分
は
、
虜
庭
雑
記
と
同
一
の
も
の
な
る
べ
く
、
ま
た
漢

高
阻
賞
録
の
編
者
の
一
人
な
る
買
緯
は
、
菖
五
代
決
０
彼
の
傅
に

「
開
運
中
、
累
遷
中
書
舎
人
、
契
丹
入
京
師
、
隨
契
丹
賀
定
、
後

具
公
卿
還
朝
、
授
左
諌
議
大
夫
」
、
と
あ
り
て
、
契
丹
内
部
の
事
情

を
知
り
得
る
便
を
得
た
も
の
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
「
緯
常
以
史

才
自
負
、
鋭
于
編
述
、
不
塑
曲
直
之
任
」
、
と
も
記
さ
れ
て
居
り
、

史
才
を
誇
つ
て
ゐ
た
程
の
者
で
あ
る
か
ら
、
か
く
０
如
き
好
機
會

を
逸
し
た
と
は
思
は
れ
な
い
。
さ
れ
ば
、
否
五
代
史
の
記
事
を
特

に
重
ん
す
る
予
の
根
聾
は
、
甚
だ
薄
弱
な
も
の
と
な
る
譚
だ
と
難

じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
議
論
は
一
座
尤
も
ら
し
く
見
え
る
の
で
あ
る
が
、
も
と
も

と
氏
は
予
の
諭
旨
を
誤
解
し
、
予
が
奮
五
代
史
を
重
寸
る
所
以
を

以
て
、
奮
五
代
史
が
一
般
的
に
最
古
の
記
録
で
、
新
五
代
史
よ
り

も
編
纂
年
代
が
古
く
、
か
つ
勅
撰
で
あ
る
と
い
ふ
鮎
か
ら
の
み
論

じ
て
ゐ
る
と
誤
認
す
る
が
鴛
め
に
、
力
を
極
め
て
そ
の
最
古
の
記

録
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
、
及
び
勅
撰
と
い
ふ
こ
と
が
こ
の
場
合
無
價

値
な
る
こ
と
を
論
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
予
が
最
初
に
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遼
史
よ
り
始
め
、
菌
五
代
史
契
丹
傅
に
至
る
編
撰
年
代
を
記
載
せ

し
は
、
年
代
の
相
違
に
よ
り
て
そ
の
記
事
に
愛
更
あ
る
こ
と
を
示

し
、
か
っ
菌
五
代
史
が
齢
り
に
世
に
軽
ぜ
ら
れ
る
事
変
あ
る
に
よ

り
、
そ
の
撰
者
の
時
代
か
ら
見
て
、
ま
た
そ
の
勅
撰
な
る
事
変
よ

り
見
て
、
「
史
料
と
し
て
の
價
値
は
新
五
代
史
よ
り
も
巡
か
に
優
れ

る
も
の
あ
る
べ
き
譚
で
あ
る
」
こ
と
を
示
し
、
ま
た
た
と
ひ
一
時

そ
の
傅
本
は
浬
浚
０
恐
れ
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
「
他
の
部
分
は
暫

く
措
き
、
営
面
の
問
題
た
る
遼
の
建
國
に
開
す
る
記
載
に
至
っ
て

　
　
　
　

○
○
○
○
○
○
○
Ｏ
Ｏ
Ｑ
Ｏ

は
」
、
「
そ
の
記
事
の
内
容
よ
り
見
て
、
恐
ら
く
そ
の
大
部
分
が
肺

史
０
原
文
を
傅
ふ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
の
で
、
隨
っ
て
、
そ
の

史
変
に
對
す
る
史
料
と
し
て
の
價
値
は
、
新
五
代
史
に
優
る
と
も

決
し
て
劣
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
を
」
論
じ
た
の
で
あ
っ
た
（
同

六
七
頁
）
。
こ
の
場
合
、
予
が
勅
撰
な
る
事
変
を
畢
げ
た
の
は
、
全

く
「
史
料
の
蒐
集
撰
修
上
の
便
宜
」
と
い
ふ
意
味
か
ら
で
（
同
頁
）
、

「
支
那
と
の
間
に
起
っ
た
直
接
交
渉
の
事
賓
」
は
勿
論
、
た
と
ひ
「
支

那
に
直
接
関
係
の
な
い
契
丹
内
都
の
事
変
」
と
い
へ
ど
も
、
政
府

０
力
を
背
景
と
す
る
こ
と
が
、
史
料
０
蒐
集
上
ま
た
撰
修
上
、
多

大
の
便
宜
を
有
す
べ
き
こ
と
は
、
疑
ふ
べ
が
ら
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
勿
論
、
「
そ
の
事
変
に
開
す
る
知
識
を
得
る
機
會
の
有
無
」
が
、

「
よ
り
多
く
考
慮
に
入
れ
ら
る
べ
き
要
件
」
な
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で

も
な
い
こ
と
で
、
さ
れ
ば
こ
そ
、
予
は
暮
五
代
史
の
撰
者
蔀
居
正

等
が
、
遼
の
太
阻
太
宗
と
殆
ど
同
時
代
の
人
で
、
そ
の
奮
五
代
史

撰
修
に
協
力
し
た
そ
ｏ
他
ｏ
人
々
の
多
数
も
、
ま
た
恐
ら
く
遼
の

太
胆
太
宗
と
同
時
代
ｏ
人
々
で
あ
ら
う
か
ら
、
そ
れ
よ
り
約
百
昔

年
の
後
、
欧
陽
修
が
新
五
代
史
を
撰
ん
だ
場
合
に
比
し
、
契
丹
ｏ

内
情
に
通
じ
得
べ
き
機
會
に
、
よ
り
多
く
悳
ま
れ
て
ゐ
た
こ
と

を
、
特
に
強
調
し
た
ｏ
で
あ
っ
た
。
（
同
六
六
Ｉ
七
頁
）

　

も
と
よ
わ
ｙ
、
新
五
代
史
撰
修
の
場
合
に
も
、
た
と
へ
ば
虜
庭
雑

記
ｏ
撰
者
趙
志
忠
の
如
き
、
遼
の
願
官
た
り
し
人
で
、
そ
の
撰
修

に
協
力
し
た
人
も
あ
っ
た
で
あ
ら
う
が
、
何
分
に
も
既
に
百
昔
年

ｏ
歳
月
を
隔
て
ｘ
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
殊
に
そ
ｏ
建
國
の
史
貫

の
如
き
、
そ
の
國
組
に
不
利
な
る
こ
と
は
一
切
抹
殺
せ
ら
れ
、
そ

の
國
岨
に
有
利
な
る
種
々
の
作
埓
が
施
さ
れ
、
史
學
上
よ
り
見
れ

ば
、
坦
造
の
邪
誕
横
行
の
時
代
で
あ
っ
た
と
推
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。
趙
志
忠
が
賠
國
し
た
の
は
、
宗
鴛
即
ち
遼
の
興

宗
に
罪
を
得
た
結
果
と
い
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
遼
の
太
胆
か
ら
八

代
目
で
、
西
紀
一
〇
三
一
年
か
ら
Ｉ
〇
五
四
年
ｏ
頃
と
見
な
け
れ

ぼ
な
ら
な
い
ｏ
で
あ
る
。
正
に
太
阻
の
死
後
百
六
年
乃
至
百
三
十

年
の
頃
に
常
っ
て
ゐ
る
。
既
に
遼
の
極
盛
時
代
を
経
過
し
た
頃
で

遼
の
國
組
に
関
し
て
は
’
　
<
Ｓ
ら
ゆ
る
修
飾
坦
造
の
完
成
し
た
時
期
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と
認
め
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
０
で
あ
る
。
そ
の
際
に
遼
に
頴
官
た

り
し
人
で
、
鍔
に
遼
國
０
史
貫
に
通
す
る
が
た
め
に
は
、
特
に
卓

越
せ
る
史
脱
と
識
見
と
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
り
、
然
ら
ざ
れ

ぼ
、
却
っ
て
種
々
の
担
造
脱
に
誤
ら
る
ｘ
危
瞼
０
、
甚
だ
濃
厚
な

る
恐
れ
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
た
と
へ
ぼ
、
新
五
代
史
所
牧
の
阿

保
機
の
妻
述
律
策
に
よ
る
諸
部
大
人
誘
殺
物
語
の
如
き
、
恐
ら
く

趙
志
忠
０
言
に
基
い
て
記
入
せ
し
も
０
と
思
は
れ
る
が
、
も
し
果

し
て
然
り
と
す
れ
ば
、
志
忠
在
遼
の
頃
、
遼
に
於
て
か
く
の
如
き

建
國
物
語
が
行
は
れ
て
ゐ
た
と
い
ふ
こ
と
は
事
貫
で
あ
ら
う
が
、

さ
れ
ば
と
い
っ
て
、
何
等
そ
０
建
國
の
史
貫
を
傅
ふ
る
も
の
と
は

思
は
れ
な
い
。
寧
ろ
か
く
０
如
き
物
語
を
盲
信
せ
し
鮎
よ
り
見

て
。
趙
志
忠
や
欧
陽
修
等
の
史
眼
の
不
徹
底
な
る
を
賓
澄
す
べ
き

資
料
た
る
に
過
ぎ
な
い
も
０
で
あ
ら
う
と
考
へ
る
。

　

け
れ
ど
も
、
蘇
逢
吉
撰
漢
高
胆
貫
録
編
撰
０
協
力
者
で
あ
る
葺

緯
の
場
合
は
、
多
少
こ
れ
と
そ
０
事
情
を
異
に
し
て
ゐ
る
こ
と

は
、
こ
れ
を
認
め
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
が
、
而
も
漢
高
阻
賢
録
中

に
、
露
に
掲
げ
し
が
如
き
、
諸
族
の
劫
請
に
よ
る
阿
保
機
の
旗
鼓

返
還
説
な
ど
を
見
る
こ
と
は
、
そ
の
契
丹
開
係
記
事
の
性
質
に
對

し
て
、
多
大
の
疑
念
を
懐
か
し
む
る
も
０
で
あ
る
。
小
川
氏
は
買

緯
が
常
に
史
才
を
以
て
自
負
し
た
こ
と
に
よ
り
、
特
に
是
れ
に
信

樅
し
て
居
ら
れ
る
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
支
那
學
者
の
所
謂
史
才

な
る
も
の
は
、
今
日
吾
等
の
意
味
す
る
が
如
き
、
史
覚
の
真
相
に

透
徹
す
る
才
能
と
は
、
そ
の
意
味
を
異
に
し
て
ゐ
る
０
で
、
た
と

へ
ぽ
、
支
那
に
於
け
る
古
今
第
一
の
史
家
と
し
て
著
名
な
、
前
漢

０
司
馬
遷
が
撰
ん
だ
史
記
０
如
き
す
ら
も
、
今
日
の
史
眼
を
以
て

こ
れ
を
観
れ
ば
、
抹
殺
修
正
を
加
ふ
べ
き
部
分
甚
だ
多
く
、
所
謂

歴
史
小
説
に
類
す
る
が
如
き
箇
所
も
少
く
な
い
の
で
あ
る
。
さ
れ

ば
、
春
秋
・
左
傅
・
史
記
な
ど
を
理
想
と
す
る
支
那
史
家
の
記
載

に
は
、
慄
め
十
分
の
戒
心
を
要
す
べ
き
こ
と
は
、
支
那
史
料
の
取

扱
ひ
に
熟
れ
た
史
學
研
究
者
の
、
常
識
と
稀
す
る
も
過
言
で
は
あ

る
ま
い
と
考
へ
る
。
隨
っ
て
、
買
緯
が
常
に
史
才
を
以
て
自
負
し

て
ゐ
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
必
ず
し
も
そ
の
記
録
の
史
料
と
し
て
の

信
用
價
値
を
高
む
る
所
以
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

而
も
、
そ
の
開
運
中
契
丹
０
入
京
に
際
し
、
之
れ
に
隨
ひ
、
剪

定
に
至
っ
て
還
っ
た
と
い
ふ
事
変
は
、
も
と
よ
り
特
に
注
意
す
べ

き
こ
と
で
あ
り
、
開
運
は
後
晋
出
帝
の
年
琥
で
、
西
紀
九
四
四
年

よ
り
九
四
六
年
ま
で
三
年
間
に
亙
り
、
恰
も
遼
の
太
宗
の
末
年
に

営
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
か
く
０
如
き
阿
保
機
物
語
が
既
に

太
宗
０
末
年
に
遼
に
於
て
行
は
れ
て
ゐ
た
こ
と
は
、
疑
ひ
な
き
と

こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
は
ら
す
、
予
が
な
ほ
そ
の
記
事
に
對
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し
て
疑
ひ
を
懐
く
所
以
は
、
全
く
そ
の
記
事
の
内
容
が
不
合
理

で
ご

に
、
資
治
通
鑑
考
異
に
引
用
せ
る
漢
高
祖
賓
録
の
本
文
を
見
る

に
、
後
梁
紀
上
、
太
祖
開
平
元
年
五
月
ｏ
條
に
、

　

信
昭
之
際
、
其
王
邪
律
阿
保
機
、
恬
彊
待
勇
、
距
諸
族
不
受
代
、

　

自
競
天
皇
王
、
後
諸
族
進
之
、
謂
用
奮
制
、
保
機
不
得
己
、
傅

　

旗
鼓
、
且
日
、
我
侭
長
九
年
、
所
得
漢
人
頗
衆
、
欲
以
古
漢
城

　

領
本
族
、
率
漢
人
守
之
、
自
篤
一
部
、
諸
族
諾
之
、
俄
設
策
、

　

復
併
諸
族
、
僣
梢
皇
帝
、
土
地
日
廣
、
大
順
中
、
後
唐
武
皇
、

　

遣
使
輿
之
連
和
、
大
會
於
雲
州
東
城
、
延
之
帳
中
、
約
侭
昆
弟
、

と
あ
り
、
ま
た
、
後
梁
紀
下
、
貞
明
二
年
十
二
月
ｏ
條
に
、

　

阿
保
機
、
設
策
併
諸
族
、
鏡
稀
帝
、
在
乾
寧
中
、
劉
仁
恭
鋲
幽

　

州
前
、

と
あ
る
は
、
漢
高
祖
賞
録
０
本
文
に
よ
り
て
司
馬
光
が
記
せ
し
も

　
　
　
　
　
　

①

の
と
思
は
れ
る
が
、
乾
寧
は
唐
０
昭
宗
の
年
我
で
、
西
紀
八
九
四

年
乃
至
八
九
七
年
に
富
つ
て
ゐ
る
。
前
に
「
信
昭
之
際
」
と
あ
や
、

こ
ｘ
に
「
乾
寧
中
」
と
あ
る
所
を
以
て
見
れ
ぽ
、
高
祖
賞
録
の
記

す
る
と
こ
ろ
は
、
阿
保
機
が
疆
を
恬
み
勇
を
侍
み
、
諸
族
に
距
り

て
代
を
受
け
ず
、
自
ら
天
皇
王
と
琥
し
た
０
は
、
傅
宗
の
頃
で
、

策
を
設
け
て
諸
族
を
併
せ
、
途
に
希
と
稲
し
た
の
は
、
昭
宗
の
乾

寧
中
の
こ
と
ｘ
な
す
･
>
＃
)
Ｑ
　
-
４
　
Ａ
－
う
で
あ
る
。
司
馬
光
は
編
遺
録

に
、
開
平
二
年
五
月
、
後
梁
ｏ
太
阻
が
阿
保
機
に
賜
ふ
記
事
中

で
、
撥
之
れ
を
呼
ん
で
卿
と
な
し
、
阿
保
機
も
亦
自
ら
臣
と
い
っ

て
ゐ
る
事
賓
に
よ
り
、
乾
寧
の
頃
阿
保
機
は
な
ほ
帝
と
拐
し
た
か

っ
た
こ
と
を
論
じ
て
ゐ
る
が
、
更
に
「
契
丹
事
、
作
傅
最
焉
差
錯
、

不
知
其
拐
帝
、
変
在
何
年
、
今
因
其
改
年
観
、
置
於
此
」
と
註
記

し
、
貞
明
二
年
十
二
月
の
條
に
、
「
契
丹
阿
保
機
、
拐
帝
、
改
元
紳

冊
」
と
記
し
た
事
惟
を
郷
じ
て
ゐ
る
ｏ
で
あ
る
。

　

而
も
、
事
変
は
予
が
前
論
考
に
於
て
論
じ
た
通
り
に
、
祁
冊
ｏ

年
琥
が
後
世
の
作
焉
な
る
こ
と
は
疑
ひ
な
く
（
同
七
七
１
八
頁
）
、

隨
っ
て
、
司
馬
光
か
阿
保
機
ｏ
「
拐
帝
」
を
こ
ｘ
に
記
入
し
た
こ

と
も
、
無
意
味
と
な
る
譚
で
、
こ
ｏ
時
代
に
阿
保
機
が
帝
就
を
拐

し
た
な
ど
と
は
、
到
底
考
へ
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
況
ん
や

そ
れ
よ
り
約
二
十
年
を
潮
る
乾
寧
の
頃
に
、
阿
保
機
が
帝
を
孵
し

た
と
は
、
勿
諭
有
り
得
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
で
あ
ら
う
。
漢
高
咀
変

録
な
る
書
の
内
容
は
、
少
く
と
も
契
丹
に
開
す
る
部
分
に
於
て

は
、
か
く
ｏ
如
く
杜
撰
な
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
も
し
阿

保
機
の
死
ん
だ
の
が
、
天
成
元
年
（
西
紀
九
二
六
）
七
月
、
五
十
五

歳
ｏ
時
で
あ
っ
た
・
と
す
れ
ば
、
信
宗
の
未
年
（
西
紀
八
八
八
）
は
十

七
歳
で
、
大
順
は
西
紀
八
九
〇
年
―
九
一
年
で
あ
る
か
ら
十
九
歳

-
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二
十
歳
０
時
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
高
１
　
賞
録
の
傅
へ
に
よ
る
と
、

阿
保
機
は
大
順
中
、
後
唐
の
武
皇
と
連
和
す
る
以
前
に
、
策
を
設

け
諸
族
を
合
併
し
て
皇
帝
を
僣
秘
し
、
そ
れ
よ
り
九
年
前
既
に
契

丹
王
と
な
り
、
諸
族
に
距
り
て
代
を
受
け
ず
、
自
ら
天
皇
王
と
琥

し
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
阿
保
機
は
既
に
十
七
八
歳
０
時
皇

帝
を
僣
拐
し
、
そ
れ
よ
り
九
年
前
卸
ち
八
九
歳
の
時
、
既
に
そ
の

彊
勇
な
る
に
よ
り
、
撰
ぼ
れ
て
契
丹
王
と
な
っ
て
ゐ
た
こ
と
ご

る
０
で
あ
る
が
、
所
謂
８
　
人
な
ら
ぱ
と
に
か
く
、
人
間
の
歴
史
と

し
て
は
、
到
底
考
ふ
べ
か
ら
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
れ
ど
、
高

祖
貢
録
撰
修
の
協
力
者
な
る
頁
緯
が
、
契
丹
人
と
共
に
遼
へ
行
っ

た
と
傅
へ
ら
れ
て
ゐ
る
開
運
の
頃
は
、
遼
で
は
太
宗
の
末
年
に
富

る
の
で
、
恰
も
太
阻
阿
保
機
の
死
後
約
二
十
年
を
経
過
せ
る
頃
で

あ
り
、
も
は
や
太
祖
に
開
す
る
事
蹟
は
、
な
る
べ
く
之
れ
を
偉
大

な
ら
し
め
ん
と
す
る
作
篤
の
考
案
さ
れ
て
ゐ
た
時
代
な
る
こ
と

は
、
推
想
に
難
が
ら
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
買
緯
は
恐
ら
く

契
丹
人
よ
り
か
く
の
如
き
物
語
を
聞
き
、
或
は
か
く
の
如
き
記
録

を
手
に
し
た
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。
而
も
、
一
見
し
て
明
白

な
る
か
く
の
如
き
作
鴛
を
す
ら
も
、
こ
れ
を
探
揮
し
、
こ
れ
に
對

し
て
何
等
の
史
學
的
批
判
検
討
を
加
へ
な
か
っ
た
所
に
、
買
緯
や

蘇
逢
吉
等
の
所
謂
史
才
が
、
如
何
な
る
性
質
の
も
の
な
る
か
を
曝

露
し
て
ゐ
る
０
で
あ
び
、
既
に
是
等
０
事
賓
よ
り
見
て
も
、
漢
高

咀
賞
録
所
牧
の
契
丹
阿
保
機
開
係
記
事
が
、
如
何
に
信
頼
す
る
に

足
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
か
、
推
想
に
難
が
ら
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
ｏ

　

況
ん
や
、
そ
の
記
事
の
内
容
よ
り
見
て
も
、
「
自
琥
天
皇
王
」
と

い
ふ
記
事
と
、
「
僣
柳
皇
帝
」
と
い
ふ
記
事
と
は
、
も
と
く
同
一

場
所
に
、
「
自
琥
天
皇
王
、
僣
稲
皇
帝
」
と
記
さ
れ
て
ゐ
た
も
の
と

推
せ
ら
れ
る
の
に
、
こ
れ
を
二
箇
所
に
分
ち
、
そ
の
間
に
「
後
諸

族
逡
之
」
よ
り
「
俄
設
策
復
併
諸
族
」
ま
で
の
物
語
を
挿
入
せ
し

作
鴛
が
、
看
取
せ
ら
れ
る
ぼ
か
り
で
な
く
、
か
く
の
如
き
無
理
な

る
作
鴛
を
な
せ
し
た
め
に
、
「
其
王
邪
律
阿
保
機
、
恬
彊
侍
勇
、
距

諸
族
不
受
代
、
自
琥
天
皇
王
、
僣
柳
皇
帝
、
土
地
日
廣
、
」
と
あ
れ

ぼ
、
大
な
る
疑
問
な
く
解
せ
ら
れ
る
物
語
を
ば
、
「
後
諸
族
逸
之
」

云
々
の
記
事
を
挿
入
せ
し
が
た
め
に
、
頗
る
不
合
理
な
る
も
の
と

な
し
、
そ
れ
程
彊
勇
に
し
て
諸
族
に
抗
り
、
自
ら
天
皇
王
と
ま
で

琥
し
、
九
年
に
も
及
ん
だ
阿
保
機
が
、
何
故
に
諸
族
之
れ
を
逡
へ

て
、
奮
制
を
用
ふ
る
を
請
ふ
に
及
び
、
忽
ち
そ
の
請
ひ
に
従
っ

て
、
旗
鼓
を
傅
へ
た
ｏ
か
、
も
し
旗
鼓
を
傅
へ
た
と
す
れ
ば
、
諸

族
中
阿
保
機
の
後
任
者
と
し
て
、
之
れ
を
受
け
た
も
の
が
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
を
記
さ
な
い
の
は
何
故
で
あ
る
か
。
も
し
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九
年
間
に
得
た
漢
人
を
率
ゐ
、
古
漢
城
を
守
っ
て
自
ら
一
部
を
な

し
た
と
す
れ
ぽ
、
そ
の
以
前
九
年
０
間
自
己
の
部
族
は
有
し
な
か

っ
た
０
で
あ
る
か
。
「
欲
以
古
流
城
領
本
族
、
串
漢
人
守
之
、
自
篤

一
部
」
と
は
果
し
て
如
何
な
る
事
賞
を
意
味
す
志
０
で
あ
る
か
。

「
本
族
」
が
も
し
阿
保
機
の
本
来
０
部
族
を
意
味
す
る
も
０
で
あ
る

と
す
れ
ば
、
そ
０
本
来
０
領
土
は
如
何
に
し
た
０
で
あ
ら
う
か
。

阿
保
機
に
降
服
諮
順
し
た
多
く
の
漢
人
を
置
い
た
ら
し
い
漢
城

で
Ｊ
漢
人
を
率
ゐ
て
之
れ
を
守
ｐ
、
自
ら
一
部
を
篤
っ
た
と
す
れ

ば
、
そ
０
本
来
の
領
土
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
か
。
そ
の
他
前

論
考
記
述
し
が
如
き
、
こ
の
物
語
に
對
す
る
種
々
の
疑
問
は
相
腫

い
で
起
る
０
で
あ
り
、
而
も
、
ま
た
そ
０
間
に
於
て
、
多
く
の
國

組
物
語
に
附
き
も
０
で
あ
る
通
り
に
、
阿
保
機
を
以
て
常
人
と
は

全
く
異
っ
だ
、
幼
に
し
て
既
に
異
彩
を
放
ち
、
祁
力
を
現
は
し

た
、
脚
聖
な
る
神
人
と
し
て
作
侭
せ
ん
と
す
る
が
始
き
意
圖
す
ら

も
、
暗
獣
０
間
に
窺
知
せ
ら
れ
得
る
０
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
史
學

者
と
し
て
の
立
場
よ
り
見
れ
ば
、
か
く
０
如
き
物
語
は
営
然
後
世

の
作
侭
と
し
て
排
棄
す
べ
き
性
質
の
も
０
で
あ
り
’
、
是
れ
を
様
様

し
た
資
治
通
鑑
よ
り
も
、
是
れ
を
取
ら
な
か
っ
た
薔
五
代
史
０
方

を
史
料
と
し
て
價
値
あ
り
と
す
る
所
以
で
あ
り
、
漢
の
高
咀
賓
録

　
０
如
き
は
、
之
れ
を
問
題
と
し
た
か
っ
た
所
以
で
あ
る
。
だ
か
ら

と
い
っ
て
、
著
五
代
史
契
丹
傅
の
記
事
を
、
悉
く
正
し
い
と
認
め

た
鐸
で
は
、
決
し
て
な
い
０
で
あ
る
か
ら
。
誤
解
な
き
や
う
願
い

た
い
。

　
　
　
　

五

　

以
上
を
以
て
、
前
の
論
考
に
於
け
る
、
予
の
研
究
態
度
に
闘
す

る
小
川
氏
の
誤
解
に
對
し
て
は
、
略
々
靉
明
し
終
っ
た
っ
も
り
で

あ
る
。
な
ほ
、
小
川
氏
は
契
丹
八
部
大
人
迭
立
問
題
、
阿
保
機
と

遥
輦
氏
・
迭
刺
部
と
０
問
題
、
阿
保
機
契
丹
主
承
襲
年
問
題
、
阿

保
機
皇
帝
部
位
問
題
及
び
年
琥
問
題
等
に
つ
い
て
論
じ
て
ゐ
る
の

で
あ
る
が
、
そ
０
悉
く
が
予
の
前
論
考
に
對
す
る
誤
解
と
い
ふ
譚

で
は
な
く
、
予
の
所
脆
に
對
す
る
氏
０
異
誕
を
披
渥
し
た
部
分
も

あ
る
の
で
、
要
す
る
に
見
解
の
相
違
に
過
ぎ
な
い
譚
で
あ
る
。
け

れ
ど
も
、
予
０
立
場
よ
り
し
て
は
、
そ
Ｑ
事
に
な
ほ
議
す
べ
き
多

く
０
鮎
を
認
む
る
の
で
あ
る
が
、
而
も
、
こ
れ
等
の
諸
鮎
に
つ
い

て
、
詳
細
０
論
を
進
め
る
た
め
に
は
、
更
に
多
く
０
紙
数
を
費
す

べ
き
恐
れ
が
あ
る
０
で
、
今
は
た
竺
一
三
〇
鮎
に
つ
い
て
一
言
す

る
に
留
め
た
い
。

　

最
初
の
契
丹
八
部
大
人
０
迭
立
に
つ
い
て
は
、
薔
五
代
史
に
も

明
記
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
夕
、
予
も
亦
認
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
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か
ら
、
別
に
問
題
は
な
い
譚
で
、
た
ざ

っ
た
か
と
い
ふ
問
題
に
鯛
れ
な
か
っ
た
り
は
、
前
論
考
０
日
的
が

阿
保
機
の
建
國
年
代
を
考
究
す
る
に
あ
っ
た
か
ら
、
直
接
そ
れ
と

開
係
な
き
こ
の
問
題
は
、
暫
ら
く
問
題
外
に
置
い
た
に
過
ぎ
な
い

０
で
あ
る
。
同
様
に
、
唐
代
０
契
丹
八
部
名
と
五
代
０
契
丹
八
部

名
と
の
間
に
相
違
が
あ
る
こ
と
に
も
、
ま
た
所
謂
白
馬
友
牛
傅
誕

に
も
、
一
切
鯛
れ
な
か
っ
た
０
で
あ
る
か
ら
、
こ
ｘ
に
氏
が
こ
れ

等
の
問
題
を
持
ち
出
さ
れ
た
の
は
、
如
何
な
る
意
で
あ
る
か
解
ら

な
い
が
、
も
し
遼
の
建
國
年
代
を
論
す
る
に
は
、
こ
れ
等
の
諸
黙

に
も
鯛
る
べ
き
だ
と
の
意
味
な
ら
ぽ
、
予
は
必
し
も
そ
の
必
要
を

認
め
な
い
。
た
ゞ
契
丹
の
由
来
を
知
る
た
め
に
は
、
も
と
よ
り
有

要
な
研
究
で
あ
る
が
、
而
も
、
所
謂
白
馬
友
牛
傅
誕
が
契
丹
八
部

の
成
立
を
脆
明
す
る
た
め
の
作
鴛
な
る
こ
と
は
、
勿
論
で
あ
り
、

か
っ
、
著
唐
書
に
、
「
其
君
長
、
姓
大
賀
氏
、
勝
兵
四
萬
三
千
人
、

分
埓
八
部
、
」
と
あ
る
文
句
を
ぼ
、
「
契
丹
の
君
長
を
大
賀
氏
と
し
て

居
る
の
み
で
、
八
部
を
婁
く
大
賀
氏
と
し
て
居
る
や
う
に
は
見
え

な
い
」
と
解
す
る
の
は
、
如
何
か
と
考
へ
る
。
。
ま
た
氏
が
遼
初
の

八
部
と
し
て
畢
げ
た
部
名
も
、
果
し
て
遼
初
の
八
部
と
解
す
べ
き

も
の
か
、
疑
問
で
あ
る
。

　

つ
ぎ
に
、
阿
保
機
と
遥
輦
氏
・
迭
刺
部
と
の
関
係
に
つ
い
て
論

ぜ
ら
れ
た
部
分
は
、
予
が
具
に
疑
問
と
し
て
掲
げ
た
、
淡
高
１
　
貫

録
や
新
五
代
史
以
下
の
請
書
に
採
揮
せ
る
、
「
阿
保
機
一
旦
旗
鼓
を

傅
へ
、
更
に
諸
部
大
人
を
誘
殺
し
た
」
と
い
ふ
問
題
に
つ
い
て
、

そ
の
疑
問
と
す
べ
き
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
を
鮮
明
す
る
に
努
め
し
も

０
で
、
氏
の
論
考
の
主
眼
と
見
ら
れ
る
部
分
で
あ
る
が
、
要
す
る

に
、
高
祖
賓
録
や
新
五
代
史
の
記
事
を
事
貫
と
し
て
信
す
る
が
た

め
に
は
、
こ
れ
を
如
何
に
解
す
べ
き
か
と
い
ふ
、
氏
の
一
考
案
を

掲
げ
し
も
０
で
、
そ
の
苦
心
努
力
の
述
は
確
に
認
め
ら
れ
る
の
で

あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
も
拘
は
ら
す
、
予
は
な
ほ
途
に
暴
０
疑

問
を
一
掃
す
る
譚
に
は
行
か
な
い
０
で
あ
る
。

　

氏
は
欽
徳
の
前
に
契
丹
主
で
あ
っ
た
習
爾
（
習
爾
之
）
を
ぼ
、

阿
保
機
の
伯
父
憚
魯
と
同
一
人
で
、
迭
制
部
０
人
と
な
し
、
隨
っ

て
、
習
爾
０
族
人
な
る
欽
徳
卯
ち
遥
輦
は
、
所
謂
契
丹
八
部
と
は

別
部
な
る
迭
則
部
の
人
で
、
阿
保
機
は
帥
ち
そ
の
衆
で
あ
ら
う
と

な
し
、
だ
か
ら
習
爾
が
契
丹
主
と
な
っ
た
以
後
は
、
契
丹
主
は
迭

則
部
の
中
よ
り
推
さ
れ
、
任
期
も
三
年
と
い
ふ
短
年
月
で
は
な
か

っ
た
や
う
で
、
虜
庭
雑
記
の
傅
へ
は
こ
の
頃
の
状
態
を
述
べ
し
も

の
で
あ
り
、
高
祖
貫
録
等
に
見
え
る
三
年
迭
立
制
は
、
迭
刺
部
加

入
以
前
の
状
態
を
述
べ
し
も
の
で
あ
ら
う
と
、
解
す
る
の
で
あ

る
。
而
も
、
こ
の
所
脆
の
成
立
す
る
が
た
め
に
は
、
ま
づ
阿
保
機
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の
伯
父
と
い
ふ
憚
魯
が
、
契
丹
主
習
爾
之
と
同
一
人
だ
と
ｓ
>
ふ
こ

と
が
、
確
賞
で
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
譚
で
あ
る
。
氏
は
遼
史
太
阻

紀
及
び
耶
律
易
魯
傅
に
よ
る
と
、
阿
保
機
の
伯
父
憚
魯
は
咸
通
十

三
年
に
生
れ
た
阿
保
機
の
少
年
時
代
に
、
契
丹
０
國
政
に
営
つ
て

ゐ
た
人
物
で
あ
る
が
、
唐
書
契
丹
傅
に
よ
る
と
咸
通
０
末
年
よ

ｐ
、
光
啓
中
欽
徳
０
立
つ
ま
で
０
聞
、
習
爾
之
が
契
丹
主
の
位
に

あ
｡
=
＼
、
而
も
、
習
爾
之
は
習
爾
と
も
あ
わ
ｙ
、
憚
魯
と
同
音
の
異
譚

で
あ
ら
う
と
な
す
０
で
あ
る
。

　

け
れ
ど
も
、
遼
史
太
阻
紀
に
は
、
「
唐
咸
通
十
三
年
生
、
（
中
略
）
、

三
月
能
行
、
嘩
而
能
言
、
知
未
然
事
、
自
謂
左
右
、
若
有
榊
人
翼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
○
○
○
○

　
　

○
○
○
○

衛
、
雖
訓
飢
言
、
必
及
世
務
、
時
伯
父
富
國
、
疑
繩
容
焉
、
」
と
あ

り
、
耶
律
易
魯
傅
に
は
、
「
耶
律
易
魯
、
宇
控
温
、
一
字
洪
隠
、
迭

則
部
人
、
（
中
略
）
、
父
偶
思
、
遥
輦
時
、
埓
本
部
夷
寓
茎
、
易
魯

其
長
子
也
、
性
質
厚
在
、
署
答
輿
太
岨
遊
、
従
父
稼
魯
奇
之
曰
、

ｏ
　
　
ｏ
　
　
ｏ
ヤ
か
ぷ
ヤ
太
咀
既
長
ゝ
相
輿
易
裏
馬
焉
好
ヽ
然
易

魯
事
太
１
　
禰
謹
ｏ
　
　
ｏ
　
０
ｏ
　
　
ｏ
　
　
ｏ
　
ｏｏ
　
　
ｏ
０
太
阻
顧
易
魯
曰
ゝ
滑
苓

弑
父
、
料
我
必
不
能
容
、
将
反
唯
我
、
今
彼
賠
罪
毫
晒
鴛
解
、
我

姑
典
之
、
是
賊
吾
不
忘
也
」
、
と
見
え
て
ゐ
る
。
即
ち
太
咀
紀
ｏ
方

で
は
、
た
ｙ
「
時
伯
父
営
國
、
疑
繩
吝
焉
、
」
と
あ
る
だ
け
で
、
そ

の
伯
父
が
誰
で
あ
つ
『
た
か
不
明
で
あ
り
’
、
易
魯
傅
の
方
で
は
、
「
従

父
憚
魯
奇
之
曰
、
興
我
家
者
、
必
二
兄
也
、
」
と
あ
る
０
で
、
こ
Ｏ

雨
者
を
同
一
人
と
見
て
、
そ
の
脆
を
立
て
た
０
で
あ
ら
う
が
、
そ

れ
は
た
２
氏
の
聯
想
に
よ
る
だ
け
で
、
何
等
０
確
誼
も
あ
る
譚
で

は
な
い
の
で
あ
る
・
而
も
、
太
阻
紀
０
伯
父
は
阿
保
機
０
伯
父

で
、
易
魯
傅
０
従
父
憚
魯
は
易
魯
０
従
父
と
見
る
べ
き
も
の
と
思

は
れ
る
０
で
、
雨
者
を
同
一
人
と
な
す
０
は
無
理
で
あ
ら
う
。
よ

し
ま
た
そ
の
聯
想
を
正
し
い
と
し
て
も
、
「
時
伯
父
営
國
」
と
あ
る

の
は
、
漢
文
０
用
例
上
明
白
な
る
如
く
、
國
主
を
扶
け
て
政
治
上

責
任
０
位
置
に
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
０
で
、
自
ら
國
主
と
な

る
を
意
味
す
る
譚
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
遼
の
建
國
に
闘
す
る
遼

史
の
記
事
は
、
特
に
作
焉
０
鮎
が
多
い
か
ら
、
是
等
の
記
事
も
果

し
て
ど
れ
だ
け
信
頼
せ
ら
る
べ
き
か
、
疑
問
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

も
し
稼
魯
が
既
に
自
ら
契
丹
國
主
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
「
興
我
家

者
、
必
二
兄
也
、
」
と
い
っ
た
と
い
ふ
０
も
、
如
何
か
と
眉
は
れ
る

し
、
少
く
と
も
遼
史
０
撰
者
が
程
魯
を
契
丹
國
主
と
し
て
諺
め
て

ゐ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
疑
い
な
い
０
で
あ
る
。
も
し
少
し
で
も
鐸

魯
０
契
丹
國
主
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
想
せ
し
む
べ
き
事
情
が
傅
は

っ
て
ゐ
た
と
す
れ
ぽ
、
耶
律
氏
を
偉
大
な
ら
し
め
ん
と
努
め
て
ゐ

る
遼
史
の
撰
者
が
、
そ
の
事
変
を
無
脱
す
べ
き
は
ず
も
あ
ま
る
い

か
と
考
へ
る
。
ま
た
、
遼
史
に
よ
る
と
、
譚
魯
は
そ
の
子
滑
１
　
に
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弑
や
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
習
爾
之
に
つ
い
て
何
等
か
く
の
如
き

事
変
を
傅
へ
な
い
。
な
ほ
、
１
　
肥
と
し
て
遼
史
太
阻
紀
及
び
易
魯

傅
の
是
等
の
記
事
は
阿
保
機
や
易
魯
が
未
だ
幼
年
少
年
の
時
代
、

迭
剌
部
に
於
け
る
常
時
０
生
活
を
記
せ
し
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ

の
記
す
る
と
こ
ろ
は
、
迭
刺
部
内
に
於
け
る
出
来
事
で
あ
る
べ
き

は
ず
で
、
太
組
紀
に
「
時
伯
父
富
國
」
と
あ
る
の
も
、
「
國
人
琥
阿

主
沙
里
」
と
あ
る
の
も
、
そ
の
「
國
」
は
「
迭
剌
部
」
を
意
味
し

て
ゐ
る
０
で
あ
り
、
遼
史
撰
者
の
立
場
か
ら
見
る
も
、
こ
の
場
合

「
常
國
」
と
い
ふ
の
は
、
太
阻
阿
保
機
の
父
徳
阻
が
迭
刺
部
の
部
長

で
、
そ
の
伯
父
が
政
治
の
任
に
常
つ
て
ゐ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③

の
と
解
す
る
の
が
正
常
で
あ
り
、
こ
れ
を
以
て
、
そ
の
伯
父
が
契

丹
國
主
と
な
つ
た
も
０
と
な
す
が
如
き
は
、
甚
し
き
曲
解
と
い
は

な
け
れ
ぼ
な
る
ま
い
。
要
す
る
に
、
習
爾
と
稼
魯
と
の
昔
の
類
似

に
よ
り
て
惹
起
せ
ら
れ
た
錯
誤
で
あ
ら
う
。

　

な
ほ
、
一
言
し
て
置
き
た
い
こ
と
は
、
予
が
新
五
代
史
に
「
八

部
之
人
、
以
焉
擾
輩
不
任
事
、
選
於
共
衆
、
以
阿
保
機
代
之
、
」
と

あ
る
文
中
０
、
「
共
衆
」
を
以
て
「
八
部
の
衆
人
」
と
解
し
た
と
な

し
ヽ
以
て
之
れ
を
非
と
し
、
営
に
「
遥
輦
の
衆
」
と
解
す
べ
き
だ

と
な
す
主
張
に
つ
い
て
ご

「
八
部
の
衆
人
」
と
解
し
た
記
憶
が
な
い
ｏ
で
、
前
論
考
に
つ
い
て

之
れ
を
観
る
に
、
こ
の
事
に
つ
い
て
は
、
前
論
考
の
六
四
―
五
頁

に
、
新
五
代
史
と
資
治
通
鑑
と
０
雨
本
文
を
比
較
し
、
資
流
通
鍍

で
は
阿
保
機
を
八
部
大
人
の
一
人
と
な
し
、
隨
つ
て
「
七
部
劫
之

於
境
上
ご
と
矢
「
廿
部
許
之
」
と
勺
「
撃
滅
り
部
ご
と
勺
い
ふ

記
載
と
な
っ
て
居
り
、
而
も
、
そ
ｏ
物
語
の
筋
は
大
慾
新
五
代
史

の
そ
れ
に
披
つ
た
焉
め
に
、
不
合
理
な
る
疑
鮎
を
一
署
深
め
て
ゐ

る
け
れ
ど
も
、
新
五
代
史
ｏ
方
に
は
、
「
八
部
之
人
」
が
「
選
於
其

衆
、
以
阿
保
機
代
之
、
阿
保
機
亦
不
知
其
何
部
人
也
、
」
と
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
○
○
○
○
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

「
所
謂
八
部
と
い
ふ
の
は
、
契
丹
部
族
中
の
大
族
で
あ
る
大
賀
氏
０

０
０
０
０
０
０

　
　

０
０
０
０
｛
｝
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

中
の
小
部
族
で
、
契
丹
部
族
が
八
部
か
ら
成
立
つ
て
ゐ
た
こ
と
を

○
○
○
○
○
（
）
０
０
０
０

意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
隨
つ
て
、
八
部
の
人
が
劉
仁
恭
に
對

す
る
對
策
上
、
そ
の
衆
よ
り
選
ん
で
遥
輦
に
代
へ
た
阿
保
機
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
○
○
○
○
○
つ
○
○

そ
０
多
智
に
し
て
勇
敢
な
り
し
鴛
め
に
、
特
に
衆
人
よ
り
選
ば
れ

た
も
の
で
所
謂
八
部
０
大
人
か
ら
そ
の
次
に
よ
り
立
つ
た
も
０
で

は
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
記
載
と
な
っ
て
居
り
、
特
に
八
部
の
人

と
い
ひ
、
そ
の
衆
よ
り
選
ぶ
と
い
ひ
そ
の
何
部
の
人
た
る
を
知
ら

す
と
い
ひ
、
更
に
大
人
な
る
語
を
使
用
し
て
ゐ
な
い
０
で
あ
る
」

と
記
し
て
ゐ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
推
せ
ら
れ
る
。
も
し
然

り
と
す
れ
ぱ
、
予
が
こ
ｘ
に
「
特
に
衆
人
よ
り
選
ば
れ
た
も
の

で
」
と
い
っ
た
の
は
、
「
八
部
の
衆
人
を
意
味
し
た
も
の
で
は
な
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く
、
「
契
丹
０
衆
」
を
意
味
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
そ

れ
は
予
の
新
五
代
史
の
本
文
に
對
す
る
解
詳
を
建
ぺ
た
も
０
ひ
、

資
治
通
鑑
の
記
事
よ
り
も
物
語
０
筋
に
比
較
的
不
合
理
と
思
は
る

χ
疑
鮎
が
少
い
こ
と
を
示
す
た
め
に
述
べ
た
解
程
で
あ
る
か
ら
、

勿
論
阿
保
機
の
出
身
に
つ
い
て
。
予
の
見
解
を
建
べ
た
鐸
で
は
な

に
い
の
で
あ
る
。

　

営
時
の
阿
保
機
出
身
に
開
す
る
予
の
見
解
は
、
前
論
考
堅
〈
八

一
七
〇
頁
に
記
し
た
や
う
に
、
奮
五
代
史
の
記
事
を
そ
の
ま
ｘ
に

支
持
し
た
も
ｏ
で
、
「
安
巴
堅
は
耶
律
氏
な
る
が
故
に
、
大
賀
氏
の

八
部
中
の
大
人
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
而
も
、
如
何
に
劉

仁
恭
の
策
に
困
し
め
ら
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
ま
た
如
何
に
安
巴

堅
が
雄
勁
強
勇
で
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
も
し
一
衆
人
に
過
ぎ

な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
従
来
契
丹
諸
部
落
の
中
堅
と

し
て
之
を
統
括
し
た
、
大
賀
氏
八
部
の
大
人
に
選
挙
せ
ら
れ
て
平

和
の
間
に
之
れ
に
代
る
が
如
き
こ
と
は
、
到
底
あ
り
得
ぺ
き
は
少

が
な
５
Ｑ
で
あ
る
。
そ
の
之
れ
あ
り
し
が
如
き
所
傅
は
、
そ
れ
が

如
何
な
る
史
料
に
攘
っ
た
と
し
て
も
、
要
す
る
に
、
特
に
阿
保
機

を
偉
大
な
ら
し
め
ん
と
す
る
た
め
に
企
圖
さ
れ
た
、
後
世
の
作
篤

に
過
ぎ
な
い
こ
と
は
、
そ
の
物
語
の
性
質
上
明
白
な
る
と
こ
ろ
で

あ
■
S
-
Ａ
、
（
中
略
）
、
契
丹
諸
部
統
一
の
物
語
と
共
に
、
前
後
相
関
聯

し
て
作
埓
さ
れ
た
、
阿
保
機
ｏ
出
世
物
語
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ

る
」
と
断
じ
、
「
契
丹
諸
部
ｏ
統
一
を
以
て
、
従
来
の
中
堅
部
落
た

る
大
賀
氏
八
部
落
の
勢
威
失
墜
と
、
そ
ｏ
機
に
乗
じ
て
興
起
し

た
、
別
部
の
部
長
阿
保
機
の
雄
勁
強
勇
と
、
そ
の
部
長
ｏ
材
力
に

基
く
、
そ
の
部
落
の
竟
展
の
結
果
、
途
に
大
賀
氏
を
倒
し
て
之
れ

に
代
り
、
契
丹
諸
部
を
統
一
し
て
、
自
ら
そ
ｏ
國
主
と
孵
し
た
と

な
す
」
薔
五
代
史
の
傅
へ
が
ぺ
愚
か
に
事
変
に
近
き
も
の
ｘ
や
う

で
あ
る
」
と
論
じ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

而
し
て
、
こ
の
考
へ
は
、
今
日
と
雖
も
、
大
酸
に
於
て
誤
っ
て

ゐ
る
と
は
思
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
際
多
少
の
改
訂
を
加
へ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
へ
ら
れ
る
の
は
、
遥
輦
氏
の
問
題
に
っ

い
て
ざ

丹
傅
に
信
頼
し
、
而
も
、
新
五
代
史
・
資
治
通
鑑
・
契
丹
國
志
・
東

都
事
略
等
の
皆
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
か
ら
、
阿
保
機
は
大

賀
氏
０
後
を
承
け
し
も
０
と
認
め
、
隨
っ
て
、
阿
保
機
の
前
王
と

し
て
奮
五
代
史
に
「
沁
丹
」
と
あ
り
、
新
五
代
史
に
「
遥
輦
」
と
あ

り
、
資
流
通
鑑
・
契
丹
國
志
等
に
「
欽
徳
」
と
あ
り
、
遼
史
太
咀

紀
に
「
痕
徳
蘆
可
汗
」
と
あ
る
の
は
、
皆
同
人
異
名
と
し
て
疑
は

ず
、
た
ゞ
「
沁
丹
」
「
欽
徳
」
が
同
音
０
異
鐸
と
思
は
れ
る
に
對

し
て
、
「
愚
輦
」
な
る
名
稀
が
音
韻
上
何
等
の
聯
絡
も
存
せ
ざ
る
事
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賞
に
對
し
て
は
、
多
少
の
疑
念
を
懐
き
な
が
ら
も
、
暫
ら
く
そ
Ｏ

解
稼
を
他
日
に
遺
し
、
之
れ
を
不
問
に
附
し
た
の
で
あ
っ
た
。
然

る
に
、
今
に
し
て
思
へ
ぽ
、
こ
の
鮎
に
於
て
も
ま
た
徒
ら
に
新
五

代
史
の
記
事
に
誤
ら
れ
し
も
０
あ
る
を
知
る
０
で
あ
る
。

　

蓋
し
、
新
五
代
史
契
丹
傅
の
本
文
に
よ
れ
ば
、
「
某
部
大
人
煙
輦

次
立
、
」
と
あ
り
、
「
八
部
之
人
、
以
鴛
遥
輦
不
任
事
、
」
と
あ
る
の

で
、
之
れ
を
人
名
と
し
て
使
用
せ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
わ
ｙ
、
而

も
、
菌
五
代
班
に
、
「
沁
丹
」
と
あ
り
、
資
治
通
鑑
に
「
欽
徳
」
と

あ
る
場
合
に
富
っ
て
ゐ
る
た
め
に
、
た
と
へ
ぱ
、
太
阻
紀
に
も
、

「
譚
億
、
字
阿
保
機
、
小
字
啜
里
」
、
と
あ
り
、
太
宗
紀
に
も
、
「
譚

徳
光
、
字
徳
謹
、
小
字
尭
骨
、
」
と
あ
る
が
如
き
、
同
一
人
の
別
名

と
し
て
之
れ
を
認
め
、
遼
史
警
衛
忘
に
、
或
は
之
れ
を
部
族
名
と

し
て
記
せ
る
も
０
あ
る
を
、
無
硯
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

元
来
、
大
賀
氏
八
部
と
い
ふ
９
は
、
契
丹
部
族
中
０
大
族
な
る

大
賀
氏
中
の
小
部
族
で
、
契
丹
部
族
が
八
部
か
ら
成
立
っ
て
ゐ
た

も
０
で
な
い
こ
と
は
、
既
に
前
論
考
に
於
て
述
べ
た
通
り
で
あ
る

が
、
な
ほ
、
遼
史
、
瞥
衛
志
中
、
部
族
上
に
よ
る
と
、

　

涅
里
相
阻
午
可
汗
、
分
三
耶
律
鴛
七
、
二
審
密
篤
五
、
井
前
八

　

部
、
鴛
二
十
部
、
三
耶
律
、
一
曰
大
賀
、
二
日
遥
輦
、
三
曰
世

　

里
、
帥
皇
族
也
、
二
審
密
、
一
曰
乙
室
巳
、
二
曰
抜
里
、
即
國

　
　
　
　
　
　

○
○
○
○
○
○

　
　

○
○
○

　
　

○
○
○

　
　

○
○
○

舅
也
、
其
分
部
皆
未
詳
、
可
知
者
、
臼
迭
刺
、
曰
乙
室

曰ｏ

品ｏ

　

○
○
○

　
　

○
（
）
Ｏ

　
　

Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｏ

　
　

Ｏ
Ｏ
Ｏ

　
　

Ｏ
Ｏ
Ｏ

　
　

Ｏ
Ｏ
Ｏ

　

日
椿
特
、
曰
鳥
隋
、
日
突
呂
不
、
曰
担
刺
、
日
突
畢
、
有
右
大

　

○
○
Ｏ
Ｏ

　
　

Ｏ
Ｏ

　
　

Ｏ
Ｏ
Ｏ

　

部
左
大
部
、
凡
十
、
逸
其
二
、
大
賀
遥
輦
柝
鴬
六
、
而
世
里
合

　
　
　
　
　

○
○
○
○
○
○

　
　

○
○
○
ｏ
ｏ

　
　

０
０
０
０
０

　

鴛
一
、
茲
所
以
迭
刺
部
、
終
遥
輦
之
世
、
彊
不
可
制
云
、

と
見
え
て
ゐ
る
。
も
と
よ
り
そ
の
幾
何
包
具
賓
を
傅
ふ
る
も
Ｏ

か
、
疑
問
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
所
謂
八
部
０
外
に
な
ほ
多
く
０
部

落
が
存
在
し
た
こ
と
だ
け
は
。
こ
の
傅
へ
に
よ
り
て
も
推
し
得
る

の
で
あ
る
。
小
川
氏
が
諸
部
大
人
誘
殺
以
後
に
鸞
改
さ
れ
た
、
遼

初
の
八
部
名
と
し
て
掲
げ
て
ゐ
る
名
稀
は
（
二
九
頁
）
、
こ
Ｘ
に
は

耶
律
七
部
、
審
密
五
部
、
合
計
十
二
部
の
中
、
不
明
の
も
の
二
を

除
き
、
十
部
の
名
稀
と
し
て
掲
げ
て
あ
る
中
の
、
迭
刺
か
ら
突
畢

ま
で
の
八
部
名
で
、
所
謂
八
部
と
は
別
の
も
の
と
な
つ
て
ゐ
る

が
、
更
に
普
衛
志
下
、
部
族
下
に
は
、
太
阻
の
時
、
自
已
の
部
族

な
る
迭
烈
部
か
ら
五
院
部
・
六
院
部
の
二
部
を
分
置
し
、
阻
午
可

汗
の
十
二
部
中
、
迭
刺
か
ら
突
畢
ま
で
の
八
部
名
に
加
へ
て
十
部

と
し
、
「
太
阻
以
遥
輦
氏
著
部
族
、
分
置
者
凡
十
部
、
」
と
解
し
、
ま

た
そ
の
他
に
八
部
を
増
置
せ
し
こ
と
ご

小
川
氏
所
記
の
八
部
は
前
に
大
賀
氏
八
部
ま
た
遥
輦
氏
八
部
と
栴

す
る
も
の
と
は
、
全
然
そ
の
起
原
を
異
に
す
る
も
の
で
、
遥
輦
阻

午
可
汗
二
十
部
中
所
謂
擾
輦
氏
八
部
の
外
の
十
二
部
中
の
八
部
な
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の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
五
代
史
に
見
え
る
所
謂
八
部
と
、
全
部

そ
の
名
将
を
異
に
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、
営
然
で
あ
ら
う
。

　

な
ほ
、
遼
史
が
如
何
に
も
蕪
雑
な
書
で
あ
る
こ
と
は
、
前
論
考

に
於
て
ｍ
ぺ
た
通
■
＝
>
N
で
は
あ
る
が
、
契
丹
八
部
の
問
題
に
つ
い

て
、
小
川
氏
が
遼
史
の
瞥
衛
志
中
、
部
族
上
に
、
「
古
八
部
」
と
し

て
學
げ
て
あ
る
名
将
が
、
「
契
丹
の
八
部
で
な
い
こ
と
は
明
か
だ
」

と
断
じ
て
ゐ
る
の
は
、
如
何
で
あ
ら
う
か
。
も
と
よ
り
、
是
等
の

名
将
は
、
魏
書
契
丹
傅
に
、
「
顕
宗
時
、
使
莫
弗
紘
何
辰
奉
献
、
得

班
饗
於
諸
國
之
末
、
鮮
而
相
謂
言
國
家
之
美
、
心
皆
皆
恭
、
於

是
、
東
化
翠
秋
聞
之
、
莫
不
思
服
、
悉
萬
丹
部
、
何
大
何
部
、
伏

弗
郁
部
、
羽
陵
部
、
日
連
部
、
狐
一
室
部
、
黎
部
、
吐
六
于
部
等
、

各
以
其
名
馬
文
皮
入
献
、
」
と
あ
る
文
中
の
、
悉
萬
丹
部
以
下
の
八

部
名
と
全
く
同
一
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
披
つ
た
も
０
で
あ
る
こ

と
は
疑
ひ
な
く
、
是
等
の
八
部
が
営
時
契
丹
國
と
将
せ
ら
れ
し
部

落
以
外
の
部
落
な
り
し
こ
と
は
、
そ
の
本
文
か
ら
も
明
か
で
あ
る

が
、
な
ほ
、
小
川
氏
が
指
摘
せ
し
通
り
に
、
魏
書
勿
吉
傅
に
そ
の

傍
國
と
し
て
挙
げ
し
十
二
國
中
０
、
具
弗
伏
國
・
郡
」
黎
爾
國
・
抜

大
何
國
・
郁
羽
陵
國
が
、
前
掲
八
部
中
の
名
将
に
類
す
る
こ
と
、

ま
た
、
顕
宗
紀
皇
興
元
年
二
月
及
び
二
年
四
月
の
條
に
見
え
て

ゐ
る
、
高
句
麗
・
庫
莫
矣
、
或
は
契
丹
０
つ
ぎ
に
掲
げ
ら
れ
た
、

四
國
或
は
六
國
の
名
将
も
、
亦
前
掲
八
部
中
の
名
将
に
類
す
る
こ

と
に
よ
り
て
も
、
同
様
の
事
変
が
認
め
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
。
け

れ
ど
も
、
魏
書
契
丹
傅
に
契
丹
の
使
が
國
に
諮
り
て
話
し
た
言
葉

を
聞
い
た
と
い
ふ
こ
と
、
而
も
、
そ
の
住
地
が
魏
の
東
北
で
あ
る

鮎
、
及
び
勿
吉
の
傍
國
で
、
庫
莫
矣
・
契
丹
に
近
か
っ
た
と
思
は

る
ｘ
鮎
、
更
に
唐
書
地
理
志
の
松
漠
都
督
府
下
八
州
０
名
将
中

に
、
萬
丹
州
・
羽
陵
州
・
白
連
州
・
疋
黎
州
な
ど
、
魏
書
契
丹
傅
・

勿
吉
傅
に
見
ゆ
る
、
そ
れ
等
の
部
落
名
と
類
似
０
名
将
存
す
る
事

賓
な
ど
か
ら
見
て
、
是
等
の
八
部
落
が
廣
い
意
味
で
、
或
は
契
丹

諸
族
の
中
の
部
落
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
ふ
、
多
少
の
疑
問
か
生

ぜ
な
い
鐸
で
も
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
遼
史
０
撰
者
が
こ
れ
を
以

て
「
古
八
部
」
と
し
て
掲
げ
た
こ
と
は
、
必
し
も
甚
し
く
非
難
さ

る
べ
き
こ
と
で
も
あ
る
ま
い
か
と
す
ら
考
へ
ら
れ
る
０
で
あ
る
。

さ
れ
ど
、
大
賀
氏
八
部
と
遥
輦
氏
八
部
と
を
別
記
し
、
つ
い
で
「
営

唐
開
元
天
賓
間
、
大
賀
氏
陛
微
、
遼
始
岨
涅
里
、
立
迪
輦
組
里
、
埓

阻
午
可
汗
、
」
と
記
し
、
開
元
天
賓
以
来
契
丹
國
主
た
り
し
も
の
は

遥
輦
氏
で
、
阿
保
機
は
乃
ち
遥
輦
氏
の
後
を
受
け
し
も
０
と
な
す

鮎
に
於
て
、
新
奮
五
代
史
等
の
諸
書
と
著
し
い
相
違
を
な
し
て
ゐ

る
。
た
ｙ
、
新
五
代
史
に
は
、
阿
保
機
０
前
に
契
丹
國
主
と
な
っ

た
某
部
大
人
の
名
と
し
て
「
遥
輦
」
な
る
名
将
の
記
さ
れ
居
る
こ
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と
、
貢
に
指
示
せ
し
通
り
で
あ
る
。

　

然
る
に
、
遼
史
に
大
賀
氏
八
部
と
し
て
掲
げ
し
名
搦
は
、
唐
書

地
理
志
契
丹
州
の
條
に
見
え
て
ゐ
る
十
七
州
の
中
で
、
松
漢
都
督

府
管
下
０
八
州
七
部
名
と
、
蹄
順
州
賠
化
郡
０
紀
便
部
４
を
以
て

せ
る
も
０
で
あ
ら
う
が
、
そ
の
他
に
も
部
落
名
と
し
て
、
紀
主
曲

擦
部
落
・
内
稽
部
落
・
松
漠
部
落
・
乙
矢
革
部
落
・
乙
失
活
部
落

な
ど
が
見
え
て
居
り
、
而
も
、
前
掲
０
八
部
が
果
し
て
大
賀
氏
八

部
と
栃
せ
ら
れ
し
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
何
等
の
記
事
も
存

し
な
い
０
で
あ
る
。
惟
ふ
に
、
遼
史
の
撰
者
は
新
著
唐
書
契
丹
傅

に
、
そ
の
君
長
が
大
賀
氏
で
、
分
れ
て
八
部
と
な
っ
た
と
い
ふ
記

事
が
あ
り
、
同
じ
ぐ
地
理
志
に
、
契
丹
諸
部
落
０
唐
に
服
属
し

て
、
そ
の
十
七
州
と
な
れ
る
事
変
を
見
、
ま
た
唐
書
地
理
志
に
松

漠
都
督
府
下
の
七
部
八
州
が
、
開
元
二
年
の
復
置
と
あ
り
、
総
便

部
を
析
し
て
節
順
州
を
置
い
た
０
が
、
開
元
四
年
と
な
っ
て
居

り
ｙ
、
な
ほ
、
哲
唐
書
地
理
志
に
、
是
等
諸
州
の
戸
口
を
記
す
る

に
、
主
と
し
て
天
賞
時
代
を
以
て
せ
る
事
宣
な
ど
に
攘
ｐ
、
大
賀

氏
を
君
長
と
す
る
契
丹
八
部
が
、
開
元
天
賓
の
頃
、
衰
微
せ
る
も

の
と
認
め
、
淡
高
阻
賓
録
・
五
代
良
・
資
流
通
鑑
等
に
見
ゆ
る
大

賀
氏
八
部
を
以
て
、
遥
輦
氏
八
部
と
改
め
、
阿
保
機
は
乃
ち
遥
輦

氏
の
後
を
承
け
し
も
り
と
し
て
、
替
衛
志
の
記
事
を
作
篤
せ
し
も

０
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
予
が
前
論
考
に
於
て
、
是
等

の
記
事
を
以
て
遼
史
撰
者
０
作
篤
と
な
し
、
こ
れ
を
重
硯
し
な
か

っ
た
所
以
で
あ
る
。

　

け
れ
ど
も
、
更
に
考
ふ
べ
き
は
、
遼
史
の
撰
者
が
大
賀
氏
八
部
・

遥
輦
氏
八
部
な
る
も
の
を
作
具
せ
し
所
以
の
も
の
は
、
軍
に
新
著

唐
書
所
載
の
部
落
名
と
漢
高
祖
賓
録
以
下
の
諸
書
に
見
ゆ
る
部
落

名
と
０
相
違
に
對
し
て
、
一
種
０
解
憚
を
加
へ
ん
が
た
め
に
０
み

企
圖
さ
れ
た
も
０
で
は
な
く
、
ま
た
恐
ら
く
遼
時
代
に
於
て
重
硯

さ
れ
し
、
大
賀
氏
・
遥
輦
氏
０
由
来
に
闘
す
る
誕
明
の
意
義
を
も

含
め
る
も
０
に
あ
ら
ざ
る
か
と
思
は
る
と

史
０
撰
者
が
皇
族
と
稀
す
る
大
賀
・
遥
輦
・
世
里
の
中
、
「
世
里
」

は
「
耶
律
」
と
同
音
の
異
譚
で
、
西
喇
木
倫
の
ｌ
ａ

　

に
基
く
も
Ｏ

で
あ
る
と
す
れ

四
、
所
謂
三
耶
律
の
傅
脆
は
、
「
世
里
」
と
「
耶
律
」

と
が
同
音
の
異
詳
な
る
事
賓
を
忘
却
せ
し
後
世
に
於
て
、
作
具
さ

れ
し
も
０
と
見
ら
る
Ｘ
Ｏ
で
あ
る
が
、
而
も
、
大
賀
氏
と
遥
輦
氏

と
を
ぼ
、
世
里
氏
と
共
に
遥
輦
阻
午
可
汗
治
下
の
皇
族
と
し
て
、

併
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
何
等
か
０
事
賓
を

暗
示
す
る
も
０
が
存
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

元
来
、
支
那
の
史
料
で
は
、
漢
高
岨
賞
録
を
始
め
、
新
薔
唐
書

契
丹
傅
・
著
五
代
史
契
丹
傅
・
契
丹
國
志
・
東
都
事
略
等
、
何
れ
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も
大
賀
氏
に
つ
い
て
述
ぷ
る
も
、
遥
輦
氏
に
闘
す
る
記
事
な
く
、

皆
阿
保
機
を
以
て
大
賀
氏
に
代
り
て
契
丹
國
主
と
な
り
し
も
の
と

な
し
、
た
ゞ
新
五
代
史
契
丹
傅
に
阿
保
機
０
前
に
立
て
る
契
丹
國

主
を
「
某
部
大
人
遥
輦
」
と
な
し
、
恰
も
大
賀
氏
八
部
か
或
は
他

部
大
人
０
一
人
な
り
し
が
加
く
、
記
し
て
ゐ
る
が
、
遼
史
に
至
っ

て
俄
に
遥
輦
氏
に
開
す
る
記
事
が
詳
細
と
な
り
、
大
賀
氏
八
部
を

以
て
既
に
開
元
天
賓
の
頃
衰
へ
し
も
の
ど
な
し
、
そ
０
後
は
所
謂

遥
輦
氏
八
部
を
中
心
と
す
る
時
代
と
な
り
、
阿
保
機
は
遥
輦
氏
に

代
り
て
、
契
丹
國
主
と
な
っ
た
も
の
と
述
べ
て
ゐ
る
。
こ
の
事
変

は
如
何
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
と
い
ふ
に
、
漢
高
阻
変
録
以
下

の
諸
書
は
、
主
と
し
て
支
那
に
傅
は
り
し
史
料
に
依
頼
し
て
撰
ぱ

れ
し
も
の
で
あ
る
の
に
對
し
、
遼
史
は
主
と
し
て
契
丹
史
料
に
攘

り
て
、
撰
ば
れ
し
も
の
で
あ
ら
う
と
推
せ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

隨
っ
て
、
遼
史
の
記
事
が
特
に
そ
の
上
代
の
史
賓
に
對
し
て
、
頗

る
作
篤
的
と
な
り
、
殊
に
そ
の
建
國
の
阻
阿
保
機
に
開
し
、
最
も

作
埓
的
と
な
っ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
営
然
の
事
情
で
、
そ
れ
だ
け
其

の
史
質
を
傅
ふ
る
も
の
と
し
て
は
、
そ
の
價
値
甚
だ
低
く
大
に
戒

心
を
要
す
べ
き
は
、
必
然
の
こ
と
で
あ
ら
う
と
考
へ
る
。
而
も
、

新
五
代
史
撰
修
０
頃
に
於
て
、
契
丹
國
人
の
間
に
饒
に
か
く
の
如

き
傅
詮
が
史
変
と
し
て
行
は
れ
ゐ
た
り
し
こ
と
は
、
久
し
く
契
丹

國
に
あ
り
て
頴
官
に
上
り
し
と
い
ふ
趙
志
忠
の
虜
庭
雑
記
に
、
「
太

組
生
而
智
、
八
部
落
主
、
愛
其
雄
勇
、
途
退
其
主
阿
輦
氏
、
錨
木

部
、
立
太
阻
馬
王
、
」
と
あ
る
に
よ
り
て
知
ら
る
Ｘ
の
で
あ
り
、
そ

の
阿
輦
氏
は
印
ち
遥
輦
氏
で
あ
ら
う
か
ら
、
趙
志
忠
０
報
告
に
影

響
せ
ら
れ
た
ら
し
い
新
五
代
史
の
撰
者
は
、
支
那
に
於
け
る
奮
傅

な
る
、
阿
保
機
が
大
賀
氏
八
部
０
後
を
承
け
た
と
い
ふ
所
傅
を
排

業
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
ｘ
め
に
、
新
に
趙
志
忠
に
よ
り

遼
の
所
傅
と
し
て
、
そ
の
遥
輦
氏
０
後
を
承
け
し
も
の
な
る
こ
と

を
聞
き
、
こ
λ
に
雨
者
の
所
傅
を
調
和
す
る
目
的
を
以
て
、
「
某
部

大
人
愚
輦
」
と
記
載
せ
し
も
０
と
推
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

さ
れ
ぽ
、
か
く
の
如
き
意
味
に
於
て
、
遼
史
に
散
見
す
る
遥
輦

注
可
汗
・
胡
剌
可
汗
・
蘇
可
汗
・
阻
午
可
汗
等
が
、
契
丹
上
世
Ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④

傅
説
的
君
主
な
る
こ
と
は
、
松
井
氏
所
説
の
通
り
で
あ
ら
う
が
、

而
も
、
遼
史
に
遥
輦
九
帳
或
は
遥
輦
九
帳
族
と
い
ひ
（
泰
三
二
、

三
三
、
僣
衛
志
中
下
）
、
遥
輦
部
・
迭
剌
部
を
ぼ
契
丹
八
部
の
別
部

と
な
し
（
泰
三
二
）
、
或
は
遥
輦
九
曹
と
稀
し
（
泰
七
三
、
耶
律
易

魯
傅
）
、
易
魯
の
父
偶
思
が
遥
輦
０
時
本
部
夷
寓
董
と
な
つ
た
と
い

ひ
、
ま
た
、
「
遥
輦
痕
徳
篁
可
汗
歿
、
群
臣
奉
遺
命
、
請
立
太
組
」

と
あ
り
、
そ
０
他
、
蕭
敵
魯
０
五
世
の
阻
胡
母
里
は
、
遥
輦
氏
の

時
、
唐
に
使
し
。
た
と
い
ひ
、
耶
律
欲
穏
の
胆
豪
押
は
、
遥
輦
０
時
、
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北
通
続
制
と
な
っ
た
と
あ
り
、
ま
た
、
耶
律
海
里
ぼ
遥
輦
昭
古
可

汗
の
裔
で
、
太
祖
０
王
位
傅
承
に
は
、
海
里
も
輿
っ
て
力
が
あ
っ

た
と
い
ひ
、
天
顔
の
初
め
潮
海
を
征
せ
し
時
、
海
里
は
遥
輦
０
紀

軍
を
将
ひ
て
、
忽
汗
械
を
破
っ
た
と
な
し
、
耶
律
敵
刺
は
遥
輦
鮮

質
可
汗
の
子
で
、
太
阻
践
昨
の
後
、
敞
穏
・
海
里
と
心
を
同
う

し
、
政
を
輔
け
た
と
あ
り
、
蕭
痕
篤
は
迭
刺
部
の
人
で
、
そ
の
先

は
巡
輦
氏
に
相
と
な
り
、
痕
篤
は
早
く
よ
り
太
祖
０
帳
下
に
隷

し
、
散
々
０
征
討
に
従
ひ
、
底
に
し
て
践
昨
の
後
、
北
府
宰
相
に

除
せ
ら
れ
た
と
あ
り
、
な
ほ
、
僣
衛
志
中
に
は
、
「
大
賀
巡
輦
祈
鴛

六
、
而
世
里
合
篤
一
、
茲
所
以
迭
刺
部
、
終
遥
輦
之
世
、
彊
不
可

制
云
、
」
と
あ
り
、
遥
輦
阻
午
可
汗
治
下
の
皇
族
な
る
所
謂
三
耶
律

七
部
の
中
で
、
大
賀
三
部
、
遥
輦
三
部
、
世
里
一
部
で
あ
っ
た
と

な
す
も
Ｏ
ｙ

賀
氏
、
武
后
遣
将
、
撃
潰
共
衆
．
大
賀
氏
微
、
別
部
長
過
折
代

之
、
過
折
尋
滅
、
迭
刺
部
長
座
里
、
立
迪
輦
組
果
、
埓
阻
午
可
汗

更
銃
愚
輦
氏
、
唐
賜
國
姓
曰
李
懐
秀
、
底
而
懐
秀
叛
唐
、
更
封
楷

落
篤
王
、
而
涅
里
之
後
、
曰
箱
里
思
者
、
左
右
懐
秀
楷
落
、
至
于

屈
戌
幾
百
年
、
國
勢
復
振
、
至
簿
里
思
之
孫
、
曰
阿
保
機
、
功
業

勃
興
、
琥
世
里
氏
、
是
焉
遼
太
阻
、
於
是
、
世
里
氏
具
大
賀
巡

輦
、
観
三
耶
律
、
（
中
略
）
、
此
其
言
語
文
字
之
相
通
、
可
考
而
知

　　　

詞
謡漣●

者
也
、
其
所
不
可
知
者
、
有
若
奇
首
可
汗
、
胡
則
可
汗
、
蘇
可
汗
、

昭
古
可
汗
、
皆
遼
之
先
ご

屈
戌
を
耶
瀾
可
汗
、
習
爾
を
巴
則
可
汗
と
な
し
、
欽
徳
を
習
爾
ｏ

族
と
し
、
痕
徳
董
可
汗
と
な
し
、
「
光
啓
中
、
砂
掠
矣
室
章
諸
部
、

皆
役
服
之
、
数
輿
劉
仁
恭
相
攻
、
晩
年
政
衰
、
八
部
大
人
法
常
三

歳
代
、
迭
刺
部
耶
律
阿
保
機
、
建
鼓
旗
自
尽
一
部
、
不
肯
受
代
、

自
我
寫
王
、
盗
有
契
丹
國
、
建
輦
氏
鍵
亡
、
」
と
見
え
て
ゐ
る
。

　

今
是
等
ｏ
史
料
を
對
比
す
る
に
、
同
じ
く
遼
史
の
記
載
で
あ
る

に
も
拘
は
ら
ず
、
一
方
に
於
て
は
、
前
王
遥
輦
痕
徳
篁
可
汗
（
欽

徳
）
の
歿
後
、
群
臣
そ
の
遺
命
を
奉
じ
、
太
阻
阿
保
機
に
請
う

て
、
國
王
ｏ
位
に
印
か
し
め
た
と
な
し
、
他
方
に
於
て
は
、
痕
徳

董
可
汗
の
晩
年
、
そ
の
政
が
衰
へ
た
の
で
、
迭
則
部
の
耶
律
阿
保

機
が
自
ら
一
部
を
篤
り
、
三
歳
交
替
の
制
を
破
り
ｙ
、
自
ら
王
就
を

楊
し
、
轟
く
契
丹
國
を
有
し
、
遥
輦
氏
返
に
亡
ん
だ
と
な
し
、
ま

た
、
一
方
に
於
て
は
、
大
賀
・
遥
輦
・
世
里
を
遥
輦
阻
午
可
汗
治

下
ｏ
皇
族
と
し
、
所
謂
三
耶
律
と
し
て
掲
げ
な
が
ら
、
他
方
に
於
。

て
は
、
阿
保
機
が
始
め
て
世
里
氏
と
琥
し
、
是
に
於
て
、
世
里
・

大
賀
・
埋
輦
を
三
耶
律
と
琥
し
た
と
な
し
、
種
々
作
尽
の
述
の
明

白
な
る
も
の
も
存
す
る
ｏ
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
と
に
か
く
も
、
遼

ｏ
時
代
ｒ
大
賀
氏
に
関
す
る
傅
訟
と
巡
輦
氏
に
開
す
る
傅
諭
と
が

-54-



砧

あ
り
、
古
ぐ
所
謂
大
賀
氏
八
部
な
る
も
ｏ
が
、
契
丹
部
族
中
ｏ
雄

族
を
な
し
、
そ
の
各
部
ｏ
大
人
が
三
歳
交
替
に
て
國
主
と
な
･
≫
!
、

そ
ｏ
事
変
が
早
く
支
那
に
傅
っ
た
ｏ
で
あ
る
が
、
三
歳
交
替
乏
い

ふ
が
如
き
制
度
が
、
そ
れ
程
長
く
行
は
る
べ
き
は
ず
も
な
い
ｏ
で

あ
る
か
ら
、
事
変
は
間
も
な
く
虜
庭
雑
記
に
見
ゆ
る
如
く
、
衆
部

の
酋
長
が
相
會
し
、
才
能
あ
る
も
ｏ
一
人
を
選
び
て
國
主
と
な

し
、
「
災
害
不
生
、
群
牧
草
盛
」
な
れ
ば
、
人
民
安
堵
し
て
替
代
せ

ざ
る
も
、
蜀
も
然
ら
ざ
る
か
、
或
は
死
歿
の
場
合
は
、
更
に
衆
部

ｏ
酋
長
相
會
し
、
そ
ｏ
中
一
人
を
選
び
て
國
主
と
な
す
と
い
ふ
、

交
替
制
が
行
は
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
而
も
、
何

時
ｏ
頃
よ
り
か
、
遥
輦
氏
ｏ
部
族
が
擾
頭
し
、
少
く
と
も
習
爾
・

欽
徳
の
二
代
は
、
遥
輦
氏
ｏ
部
長
が
相
次
い
で
國
主
に
選
ば
れ
た

ら
し
い
の
で
あ
る
が
、
欽
徳
が
劉
仁
恭
に
悩
さ
る
ｘ
に
及
び
て
、

衆
望
を
失
ひ
、
迭
刺
部
の
阿
保
機
が
代
っ
て
契
丹
國
主
と
な
り
、

途
に
迭
立
制
を
震
し
て
、
契
丹
諸
部
を
統
一
し
た
と
い
ふ
の
が
、

事
変
２
具
相
で
は
あ
る
ま
い
か
と
考
へ
る
。
帥
ち
、
遥
輦
氏
時
代

の
存
在
を
認
む
る
鮎
に
於
て
、
前
論
考
を
修
正
し
た
い
の
で
あ

る
・
隨
っ
て
、
新
五
代
史
に
、
「
八
部
之
人
、
以
篤
遥
輦
不
任
事
、

選
於
其
衆
、
以
阿
保
機
代
之
、
」
と
あ
る
が
如
き
。
八
部
を
諸
部
と

訂
正
し
、
「
其
衆
」
は
「
契
丹
衆
部
」
の
意
と
解
す
れ
ば
、
事
変
に
通

　

す
る
こ
と
Ｉ

　
　

け
れ
ど
も
、
新
五
代
史
以
下
に
見
ゆ
る
。
そ
０
他
０
阿
保
機
建

　

國
物
語
を
以
て
、
殆
ど
凡
べ
て
後
世
の
作
鴛
と
断
ぜ
し
こ
と
は
、

　

今
な
ほ
訂
正
の
要
を
認
め
な
Ｓ
Ｑ
で
あ
ｐ
、
た
と
ひ
傅
説
と
し
て

。
諸
部
大
人
誘
殺
の
こ
と
が
傅
つ
て
ゐ
た
と
す
る
も
、
阿
保
機
に
諸

　

部
大
人
を
雁
倒
す
べ
き
資
力
な
く
し
て
、
久
し
く
國
主
の
位
置
を

　

保
持
し
得
た
は
ず
な
く
、
而
も
、
そ
れ
程
の
賓
力
を
有
せ
し
阿
保

　

機
が
、
軍
に
九
年
に
互
り
て
そ
の
位
置
に
あ
つ
た
と
の
理
由
で
、

　

何
等
そ
の
勢
力
を
失
墜
せ
し
事
変
な
き
に
も
拘
は
ら
ず
、
そ
の
位

　

を
他
に
譲
つ
た
と
い
ふ
が
如
き
、
而
も
、
間
も
な
く
諸
部
大
人
を

　

誘
殺
せ
り
と
な
す
が
加
き
、
「
或
災
害
不
生
、
群
牧
草
盛
、
人
民
安

　

堵
、
則
王
更
不
替
代
、
」
と
あ
る
、
虜
庭
離
記
の
迭
立
記
事
か
ら
見

　

て
も
、
到
底
信
す
べ
が
ら
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　

六

　

そ
れ
か
ら
、
小
川
氏
は
予
が
「
阿
保
機
の
契
丹
主
承
襲
０
時
を

決
定
す
る
資
料
」
と
し
た
も
の
は
、
「
薗
五
代
史
契
丹
傅
０
記
事
で

あ
る
」
と
な
し
、
そ
の
議
論
を
進
め
て
ゐ
る
０
で
あ
る
け
れ
ど

も
、
こ
れ
も
亦
氏
の
誤
解
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
蓋
し
、
予
が

阿
保
機
の
契
丹
國
主
承
襲
０
時
を
決
定
す
る
史
料
と
し
て
使
用
し

-
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た
の
は
、
暮
五
代
史
契
丹
傅
だ
け
で
は
な
く
、
同
時
に
新
唐
書
及

び
新
五
代
史
の
劉
仁
恭
傅
に
よ
れ
る
も
の
な
る
こ
と
は
、
予
の
前

論
考
を
一
院
す
る
も
の
が
、
直
に
認
む
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
。

暮
五
代
史
の
撰
者
が
、
変
里
王
子
の
劉
仁
恭
に
摘
へ
ら
れ
た
年
代

に
注
意
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
薔
五
代
史
に
は
劉
仁
恭
・
劉
守
光

父
子
の
列
傅
す
ら
存
し
な
い
事
変
か
ら
も
、
明
か
で
あ
り
、
ま
た

そ
の
年
代
に
注
意
し
な
か
っ
た
れ
ぱ
こ
そ
、
「
自
是
十
能
年
、
不
能

犯
塞
、
」
と
い
ふ
が
如
き
、
出
鱈
目
を
記
す
る
こ
と
も
、
出
来
た
の

で
あ
っ
た
ら
う
。
こ
の
文
句
は
、
た
ゞ
劉
仁
恭
０
変
里
王
子
を
檎

へ
た
年
代
に
注
意
し
な
か
っ
た
奮
五
代
史
の
撰
者
が
、
沁
丹
の
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
０
０
０
０
０
０
０
０

那
に
對
す
る
消
極
政
策
が
、
久
し
き
に
及
ん
だ
の
で
、
鐙
に
そ
Ｏ

民
心
を
失
っ
た
と
い
ふ
こ
と
を
、
強
調
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
の

で
あ
り
、
年
数
や
里
数
な
ど
に
開
す
る
記
事
が
、
甚
だ
杜
漏
な
る

こ
と
は
、
支
那
の
史
料
に
は
厘
々
見
ら
る
ｘ
例
で
あ
る
か
ら
、
こ

れ
を
以
て
文
字
通
り
に
解
す
ぺ
き
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
は
、
多
言
を

要
せ
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
の
み
な
ら
す
、
沁
丹
か
変
里
王
子
の

敗
戦
後
、
な
ほ
十
徐
年
の
間
そ
の
位
に
晏
如
た
り
し
と
は
、
前
後

の
事
情
よ
り
見
て
も
、
到
底
あ
り
得
べ
が
ら
ざ
る
こ
と
で
あ
ら

　

要
す
る
に
、
こ
の
問
題
０
要
鮎
は
、
か
く
０
如
き
語
句
で
は
な

　

く
、
沁
丹
が
別
部
長
耶
律
安
巴
堅
に
代
っ
た
の
は
、
劉
仁
恭
の
大

　

安
山
に
居
り
し
頃
、
契
丹
の
賞
里
王
子
が
仁
恭
に
檎
へ
ら
れ
、
そ

　

ｏ
後
民
心
が
沁
丹
を
去
っ
た
結
果
で
あ
っ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ

　

る
。
而
も
、
葺
五
代
史
に
は
そ
の
年
代
に
開
す
る
記
事
を
見
な
い

　

の
で
あ
る
が
、
新
唐
書
及
び
新
五
代
史
の
劉
仁
恭
傅
に
よ
る
と
、

　

仁
恭
が
幽
州
城
に
入
り
、
幽
州
留
後
と
な
っ
だ
の
は
、
乾
寧
元
年

　

（
西
紀
八
九
四
）
、
検
校
司
惑
盧
龍
軍
節
度
使
に
な
っ
だ
の
が
翌
二

　

年
、
館
を
大
安
山
に
築
い
た
の
が
天
祚
三
年
（
西
紀
九
〇
六
）
の

　

こ
と
よ

　

な
っ
た
の
は
、
天
祚
三
年
以
前
に
は
湖
ら
な
い
こ
と
ご

　

あ
る
。
然
る
に
、
小
川
氏
は
こ
の
要
鮎
に
は
、
多
く
の
注
意
を
彿

　

ふ
こ
と
な
く
、
別
に
唐
書
沙
陀
傅
に
見
ゆ
る
、
阿
保
機
が
李
克
用

　

と
雲
中
に
會
せ
し
記
事
を
掲
げ
、
「
雲
中
の
會
盟
を
天
所
元
年
の
こ

　

と
の
如
く
記
し
て
居
る
」
と
拐
し
、
「
唐
太
組
紀
年
録
に
は
天
銘
二

　

年
と
あ
る
が
。
後
唐
の
史
料
に
は
天
復
四
年
と
あ
っ
た
の
を
、
天

　

祚
に
換
算
の
時
に
誤
っ
た
と
見
れ
ば
、
こ
の
記
事
も
前
後
辻
棲
が

、
合
ふ
。
叉
否
五
代
史
等
０
掟
っ
た
史
料
は
、
も
と
天
復
四
年
と
あ

　

っ
た
Ｑ
.

　

０

０

０
の
こ
と
λ
見
ら
れ
る
」
と
な
し
、
「
阿
保
機
が
契
丹
主
と

　

な
っ
た
？
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て
最
も
端
霧
な
の
は
、
遼
史
に
痕
徳
篁
可
汗
が
嗣
立
し
て
、
阿
保

機
が
迭
剌
部
夷
寓
董
と
な
っ
た
年
と
し
て
居
る
、
天
復
元
年
で
あ

ら
う
」
と
断
じ
て
ゐ
る
。

　

も
し
小
川
氏
に
し
て
予
の
所
誕
を
以
て
誤
れ
り
と
な
さ
ん
と
欲

せ
ば
、
ま
づ
予
０
論
旨
０
要
鮎
を
衝
き
、
劉
仁
恭
が
そ
の
館
を
大

安
山
に
築
い
た
の
を
、
天
所
三
年
の
こ
と
Ｘ
す
る
唐
書
・
五
代
史

０
記
事
を
、
否
定
す
る
の
畢
に
出
で
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
は
す
で

あ
る
。
然
る
に
、
氏
は
こ
れ
を
敢
て
す
る
こ
と
な
く
、
顧
み
て
他

を
い
ふ
が
如
き
熊
度
を
取
る
こ
と
は
、
員
に
予
が
論
旨
を
理
解
す

る
も
の
な
る
や
、
疑
な
き
を
得
な
い
０
で
あ
る
。
而
も
、
氏
が
掲

出
せ
し
唐
書
沙
陀
傅
の
雲
中
會
盟
記
事
は
、
氏
が
考
ふ
る
如
く
に
、

「
天
肺
元
年
の
こ
と
の
如
く
記
し
て
あ
る
」
０
で
は
な
く
、
そ
の
記

事
の
前
に
は
、
明
確
に
「
三
年
」
と
記
せ
ら
れ
て
居
り
、
「
保
機
身

到
雲
中
、
輿
克
用
會
、
約
篤
兄
弟
、
留
十
日
去
、
」
と
あ
り
、
つ
ぎ

に
、
「
即
恥
」
と
明
記
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
記
事
で

は
、
そ
０
會
盟
を
「
三
年
」
０
こ
と
Ｘ
し
て
記
せ
る
も
の
な
る
こ

と
、
何
等
疑
問
を
容
る
べ
き
饌
地
が
な
い
の
で
あ
る
。
た
ゞ
、
そ

の
「
三
年
」
は
こ
の
記
事
０
み
か
ら
見
る
と
、
「
天
復
元
年
」
０
記

事
の
後
に
あ
る
０
で
、
恰
も
「
天
復
三
年
」
を
意
味
す
る
も
の
Ｘ
如

く
見
え
る
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
玖
に
「
四
年
」
の
記
事

が
あ
り
、
「
是
歳
、
克
用
有
疾
、
城
門
自
壊
、
明
年
卒
、
」
と
あ
る
ｏ

で
、
そ
の
「
三
年
」
は
李
克
用
の
死
せ
し
「
前
々
年
」
で
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
記
事
と
な
っ
て
ゐ
る
。
然
る
に
、
李
克
用
ｏ
死
ん
だ

の
は
、
新
五
代
史
唐
本
紀
第
四
に
は
、
天
肺
五
年
正
月
辛
卯
の
こ

と
ｘ
な
っ
て
居
り
、
著
五
代
史
武
皇
紀
に
も
、
「
天
純
五
年
正
月
戊

子
朔
、
武
皇
疾
革
、
辛
卯
崩
于
晋
陽
、
」
と
見
え
て
ゐ
る
。
し
て
み

る
と
、
唐
書
沙
陀
傅
の
「
三
年
」
は
「
天
復
三
年
」
で
は
な
く
、
「
天

禰
三
年
」
を
意
味
す
る
も
の
な
る
こ
と
は
明
か
で
、
沙
陀
傅
の
記

１
　
が
誤
っ
て
「
天
純
」
の
年
銃
を
脆
せ
し
も
の
な
る
こ
と
、
疑
問
の

診
地
は
な
い
の
で
あ
る
。
而
も
、
小
川
氏
は
何
故
に
是
れ
を
以
て

天
純
元
年
（
帥
ち
天
復
四
年
）
ｏ
こ
と
ｘ
見
る
の
で
あ
ら
う
か
、
了

解
に
苦
し
ま
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　

た
ミ
雲
中
會
盟
の
年
代
は
書
に
よ
り
て
異
説
多
く
、
新
奮
五

代
史
契
丹
傅
・
資
治
通
鑑
・
契
丹
國
志
等
、
皆
天
純
四
年
０
こ
と

I
＾
･
)

皇
紀
に
は
天
肺
二
年
、
新
五
代
史
唐
本
紀
に
も
天
復
五
年
、
即
ち

天
純
二
年
の
こ
と
Ｉ

の
條
に
見
え
て
ゐ
ろ
。
け
れ
ど
も
、
阿
保
機
が
沁
丹
に
代
り
て
阿

丹
主
と
な
っ
だ
の
が
、
天
純
三
年
以
後
で
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
と

す
れ
ば
、
そ
の
雲
中
９
　
盟
も
亦
天
純
三
年
以
後
で
な
け
れ
ば
な
ら
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な
い
譚
で
、
予
は
そ
の
天
祐
四
年
と
な
す
脆
を
、
最
も
穏
営
と
認

め
た
０
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
他
、
阿
保
機
の
皇
帝
部
位
問
題
や
、
年
琥
問
題
等
の
諸
鮎

に
つ
い
て
も
、
小
川
氏
の
異
議
を
見
る
０
で
あ
る
が
、
要
す
る

に
、
見
解
の
相
違
で
、
予
は
前
論
考
を
改
む
べ
き
、
何
等
の
理
由

を
も
認
め
な
い
。
た
ｙ
、
小
川
氏
の
了
解
を
得
る
が
た
め
に
は
、

こ
れ
等
の
諸
猫
に
つ
い
て
も
、
更
に
多
言
を
費
す
べ
き
要
が
認
め

ら
れ
る
０
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
既
に
意
外
に
多
く
の
紙
数
を
費

し
、
こ
０
上
貴
重
の
紙
面
を
塞
ぐ

く
氏
０
再
考
を
希
望
す
る
に
留
め

た

　

1ご
い④欲

し
な
い
の
で
、
今
は
暫
ら

　
　
　
　

七

　

要
す
る
に
、
暮
五
代
史
契
丹
傅
の
記
載
が
、
契
丹
建
國
の
史
賞

を
傅
ふ
る
も
の
と
し
て
、
比
較
的
信
頼
す
る
に
足
る
と
な
す
、
前

論
考
の
論
旨
は
、
今
日
と
い
へ
ど
も
な
ほ
改
受
の
要
あ
る
を
見
な

い
○
で
あ
る
。

　

終
り
に
臨
み
、
こ
０
方
面
の
専
攻
者
か
と
推
せ
ら
る
Ｘ
新
進
Ｏ

小
川
氏
が
、
予
０
前
論
考
に
對
し
て
多
く
の
異
議
を
唱
へ
し
こ
と

は
、
予
の
大
に
多
-
ｙ
す
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
予
０
脆
明
の
足

ら
ざ
j
C
＼
し
が
た
め
か
、
予
０
論
旨
に
對
す
る
氏
の
誤
解
の
訟
り
に

甚
し
き
も
？

を
正
す
と
共
に
、
氏
が
史
料
に
對
す
る
批
判
力
の
更
に
一
脊
犀
利

透
徹
な
る
べ
き
日
の
近
が
ら
ん
こ
と
を
期
待
し
、
併
せ
て
、
予
に

前
論
考
を
訂
正
す
る
機
會
を
輿
へ
ら
れ
し
こ
と
を
謝
す
る
も
の
で

あ
る
。
（
七
月
三
十
日
稿
了
）

　

註

　

①
是
等
の
本
文
は
、
凡
べ
て
唐
絵
録
と
共
通
に
掲
げ
て
あ
ろ
が
。
「
唐
除

　
　

録
仝
取
漢
高
銀
賞
録
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
ゝ
で
は
便
宜
上
唐
饌
録
を

　
　

掲
げ
な
い
。

　

②
澄
史
巻
三
十
二
、
菅
衛
志
中
に
、
「
富
唐
開
元
天
賓
間
、
大
賀
氏
既
微
、

　
　

始
銀
涅
里
、
立
廸
輦
銀
里
錫
阻
午
可
汗
、
」
と
あ
り
、
ま
れ
「
涅
里
相

　
　

Ｏ
Ｏ

Ｏ
I

　
　

場
合
の
「
國
」
も
、
夕
は
り
「
契
丹
國
」
の
意
で
あ
り
、
阿
保
欄
の

　
　

伯
父
が
契
丹
國
主
の
宰
相
む
り
し
こ
と
を
意
味
す
ろ
も
の
で
あ
ら
う

　
　

と
の
、
疑
念
を
起
す
も
の
も
め
ろ
か
と
思
は
れ
ろ
が
、
元
来
。
逡
史

　
　

の
契
丹
古
事
は
大
抵
後
世
の
作
錫
で
、
殊
に
阿
保
柵
の
祀
と
膳
す
ろ

　
　

涅
里
物
語
の
如
き
は
、
到
底
信
頼
す
べ
き
性
質
の
も
の
で
は
な
い
の

　
　

で
あ
ろ
か
ら
、
「
伯
父
富
國
」
は
、
こ
の
場
合
。
や
は
り
迭
制
部
内
の

　
　

事
賞
を
意
味
す
^
Ｑ
-
Ｊ
の
と
し
て
見
ろ
方
が
、
種
富
か
と
考
へ
ろ
。

　

③
松
井
等
氏
「
契
丹
勃
興
史
」
（
濡
鮮
地
理
歴
史
報
告
第
一
、
二
四
〇
頁
）

　

④
同
上
、
二
四
五
一
六
頁
。

　

④
年
胱
問
題
の
考
究
に
は
、
特
に
曹
五
代
史
契
丹
傅
に
「
儒
改
篤
天
顧

　
　

元
年
」
と
≪
^
Ｑ
■
|
？
{
句
に
注
意
さ
れ
れ
い
。

刊-




